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【ひとくちメモ】
カレーの風味が食欲をそそる、残暑
を吹き飛ばすのにぴったりな一品。
ヨーグルトがカレーの辛みをまろや
かにし、辛いものが苦手な人でも
食べやすいレシピです。トマトケ
チャップはコクを、水あめはテリを
出してくれます。

【作り方】
① 鶏もも肉にＡを揉みこむ。
② ①を冷蔵庫に入れ、１時間
　程度なじませる。
③ ②を焦げ目がつくまで、オ
　ーブンやフライパンで焼く。

今月の献立
「タンドリーチキン」

　台風８号、10号と、たて続けに九州にも影響を及ぼしました。
被害に遭われた方には、心よりお見舞い申し上げます。
　本市においても、避難に関する情報をいち早く市民の皆さま
にお伝えするよう努めています。その効果もあってか、自主的
に避難をしてくださる方が増えてきました。また、地域の避難
所を積極的に開放してくださる自治会、施設関係者の皆さまに、
心から感謝申し上げます。
　９月１日には、昨年は大雨の影響で実施できなかった、市の
総合防災訓練を実施します。それと並行して、８月31日、９月
１日に湯の児海水浴場で、ＳＵＰ（スタンドアップパドルボード）
の西日本大会が開催されます。市外の多くの方にも来ていただ
き、水俣の海の美しさをアピールできればと思っています。
　それぞれの立場の方がそれぞれの分野で、市民の安全・安心、
観光・経済の浮揚、活性化のために力を注いでいただいている
ことに敬意を表しますとともに、今後も水俣発展のため、職員
とともに力を合わせ市政運営に取り組んでまいります。

市長からのメッセージ 4
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髙岡利治市長が市政の動向や
活動などをお知らせします。
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水俣市長　髙岡利治
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鶏もも肉
ヨーグルト
トマトケチャップ
しょうゆ
水あめ
おろしにんにく
カレー粉
塩
こしょう
パプリカ粉

給食レシピ
おうちで 簡単 今月の表紙

Cover Photo

号砲とともに一斉に漕ぎだす選手たち。
息を合わせて、水面に櫂

かい
を打つ。舟はし

ぶきを上げて、ゴールへ一直線。暑さに
も負けないほどの、水上の熱い戦い。時
代を超えて受け継がれてきた、水俣の夏
の風物詩です。（８月４日撮影）

激漕！
第 44 回みなまた競り舟大会
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　「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
」。
そ
ん
な

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
挨
拶
と
と
も
に
、

緒
方
さ
ん
の
一
日
は
始
ま
り
ま
す
。
緒
方

さ
ん
が
市
の
交
通
指
導
員
に
な
っ
て
か
ら

約
50
年
。
今
で
は
す
っ
か
り
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
自
動
車
が
好
き
だ
っ

た
と
い
う
緒
方
さ
ん
。
高
等
小
学
校
卒
業

後
は
、
地
元
の
企
業
で
運
転
手
と
し
て
勤

め
ま
し
た
。
昭
和
28
年
に
水
俣
地
区
交
通

安
全
協
会
が
発
足
す
る
と
、
緒
方
さ
ん
も

入
会
。
翌
年
か
ら
は
会
社
の
同
僚
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
毎
朝
、
二
小
校
区
の
交

通
指
導
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
44
年
に
市

が
交
通
指
導
員
を
委
嘱
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
市
役
所
旧
庁
舎
の
前
に
移
動

し
、通
学
路
の
交
通
指
導
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
交
通
指
導
に
当
た
っ

て
い
た
時
か
ら
数
え
る
と
、
指
導
員
歴
は

約
65
年
に
な
り
ま
す
。「
通
学
中
の
子
ど

も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
を
聞
く

と
ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と
思
う
し
、
励
み

に
な
る
」。
緒
方
さ
ん
に
と
っ
て
、
小
学
生

は
ひ
孫
の
よ
う
な
存
在
。
子
ど
も
た
ち
の

声
が
緒
方
さ
ん
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る

そ
う
。

　
現
在
、
９
人
い
る
水
俣
市
の
交
通
指

導
員
の
中
で
緒
方
さ
ん
は
最
年
長
。「
身

体
が
動
く
う
ち
は
頑
張
り
た
い
」
と
言
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
声
を
力
に
変
え
て
、

こ
れ
か
ら
も
交
差
点
に
立
ち
続
け
ま
す
。

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす
Vol.30

通学路の安全を守り続けて半世紀

緒方 吉髙 さん（古城）

毎朝、通学する子どもたちの安全
を守る交通指導員。水俣市では、
現在９人が交通指導員として活動
しています。朝は、通勤通学など
で交通量が多く、事故が起こりや
すい時間帯。そんな水俣の「朝」
を半世紀以上守っているのが緒方
吉髙さんです。



広報みなまた 2019 年９月号 4広報みなまた 2019 年９月号5

水俣市市制施行70周年記念式典
日時　令和元年10月12日㈯　開場９時／開式10時
場所　水俣市文化会館（入場無料・自由席）
問い合わせ　水俣市市長公室秘書係☎ 61-1600

水俣市が市制施行から70 年を迎えるにあたり
市民の皆さまとともに、市を挙げてお祝いの記念式典を執り行います。
水俣高校音楽部、陸上自衛隊西部方面音楽隊のご協力によるオープニング
市内の小・中・高校生から広く募集した「未来に向けた作文」コンクールの表彰と発表
式典後には陸上自衛隊西部方面音楽隊のミニコンサートも開催し
皆さまに楽しんでいただけるものとなっています。
入場は無料で、自由に入場できます。お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

【プログラム】
９:40〜

10:00〜
10:30〜
11:00〜
11:15
11:20〜11:45

オープニングアトラクション
陸上自衛隊西部方面隊音楽隊（演奏）、水俣高校音楽部（合唱）
開式
「未来に向けた作文コンクール」表彰・発表
水俣市民の歌斉唱
閉式
陸上自衛隊西部方面隊音楽隊ミニコンサート

市制施行70周年
70年の時を超え　想いつなげて　水俣で



広報みなまた 2019年９月号 6広報みなまた 2019年９月号7

お
れ
ん
じ
鉄
道
の
今

　
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
、
九
州

新
幹
線
の
開
業
に
伴
い
平
成
16

年
３
月
に
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
経
営
分

離
さ
れ
た
鹿
児
島
本
線
の
八
代
駅

と
川
内
駅
（
鹿
児
島
県
）
間
の

１
１
６･

９
km
で
営
業
し
て
い
る

鉄
道
で
す
。
熊
本
・
鹿
児
島
両
県
、

沿
線
地
域
の
市
町
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が

出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
第
三
セ
ク

タ
ー
「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式

会
社
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
身
近
な
生
活
路
線
で
あ

り
、
地
域
内
の
移
動
手
段
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
同
鉄
道
は
、
今

年
で
開
業
15
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
開
業
当
初
は
年
間
利
用
者
数

が
１
８
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
し

た
が
、
沿
線
人
口
の
減
少
や
南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
の
部
分
開
通

な
ど
に
よ
っ
て
、
近
年
は
ピ
ー
ク

時
の
約
６
割
程
度
に
。
平
成
30
年

度
利
用
者
の
内
訳
を
見
る
と
、
全

体
の
約
７
割
は
沿
線
地
域
の
高
校

に
通
う
学
生
が
占
め
、
観
光
客
が

約
２
割
、
沿
線
住
民
の
利
用
者
は

約
１
割
に
と
ど
ま
り
、
学
生
や
観

光
客
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
同
社
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
取
り
組
み
、
各
駅
と
市
町
と
共

に
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
は
、
観
光
列
車

「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
の
運
行
を
開

始
。
床
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
車
内
で

使
わ
れ
て
い
る
木
材
は
熊
本
・
鹿

児
島
産
で
、
車
内
に
明
る
さ
と
心

地
よ
さ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
食

事
は
、
沿
線
の
提
携
店
舗
や
地
域

の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
。
景
色
が
良
い
場
所
で
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
運
行
す
る
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
、
車
窓
か
ら
の
景

色
を
眺
め
な
が
ら
の
料
理
は
格
別

で
す
。
沿
線
地
域
外
の
観
光
客
は

も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
観
光
客
か
ら

も
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
23
日
に
は
、
台
湾
鉄
路
管

理
局
の
屏へ
い
と
う東
線
・
南な
ん
か
い廻
線
と
の

姉
妹
鉄
道
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
協
定
を
基
に
日
台
間

の
誘
客
事
業
を
展
開
し
て
い
く
計

画
で
、
ア
ジ
ア
地
域
を
は
じ
め
海

外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

感
じ
て
ほ
し
い

お
れ
ん
じ
鉄
道
の
魅
力

　

昨
年
、
同
鉄
道
を
舞
台
と
し

た
映
画
「
か
ぞ
く
い
ろ 

Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

わ
た
し
た
ち
の
出

発
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ

地
を
巡
る
聖
地
巡
礼
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
こ
の
路
線
の
魅
力
が
全
国
に

知
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
公
開
を
前
に
し
た
記
者
会
見

で
「
自
分
自
身
と
ゆ
っ
く
り
向
き

合
う
時
間
が
持
て
る
す
て
き
な
路

線
」
だ
と
話
し
た
、
主
演
の
有
村

架
純
さ
ん
。
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、

車
窓
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
景
色
と
、

時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
よ
う

な
車
内
の
雰
囲
気
は
、
身
近
に
あ

っ
て
誰
で
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
、
非
日
常
の
空
間
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
い
つ
も
の
お
出
か
け
に
お
れ
ん

じ
鉄
道
を
利
用
し
て
、
ほ
っ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　私は自家用車を持っていな
いので、日常的な移動にも
おれんじ鉄道をはじめとした
公共交通機関を利用します。
　この路線の魅力は、やは
り車窓からの景色です。海沿

いでは、八代海に沈む夕日。山側では、斜面に真珠の
ように映える色鮮やかなかんきつ類。どれもこの地域
では見知った風景ですが、車窓からのんびり眺めると、
改めて美しさに気付かされます。
　佐敷駅や日奈久温泉駅は、今や珍しい木造の駅舎で
す。車両も、座席の作りや配置など、都市部では見ら
れないゆったりとしたもの。あちらこちらに感じる懐か
しさに、自然と心も和みます。
　自分から選ばないと味わえない「ぜいたくな時間」が、
おれんじ鉄道にはあると感じています。

藤井 ゆみ さん
NPO法人ななうらステーション
代表

　お客様の安全と定時運行
は当然のこととして、より快
適な運転操作を心がけてい
ます。車内アナウンスでは、
利用する人が必要としている
情報は何かを常に考え、目
的地まで安心してご乗車いただけるよう、日々スキル
アップに努めています。今後は、沿線の観光情報など
も取り入れて、よりご案内を充実させたいですね。
　この路線は、お客様と運転士の距離が近いワンマン
運転です。鉄道好きのお子さんに運転席をのぞいても
らったり、わからないことを直接聞いてもらったりと、
より身近に感じてもらえたらうれしいです。
　人口減少の時代ですが、沿線の皆さんに必要とされ
る路線であり続けられるよう、社員全員が心を一つに
頑張っています。

大平 智弥 さん
肥薩おれんじ鉄道株式会社
運転士

Interviewインタビュー
おれんじ鉄道の魅力について、
運行する人、利用する人のそれぞれに話を聞きました。

うみ、まち、さとを結ぶ
「肥薩おれんじ鉄道」

八代七浦広報グループ合同特集 この特集は、八代市・芦北町・津奈木町・水俣市の
広報担当者が協力して制作しました。



広報みなまた 2019年９月号 8広報みなまた 2019年９月号9

私
た
ち
の
お
れ
ん
じ
鉄
道
を

次
の
世
代
に

　
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
、
買
い
物
や
通

院
、
通
学
す
る
人
に
と
っ
て
、
無
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

　
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
残
し
て
い
く
た

め
に
は
、
私
た
ち
沿
線
地
域
の
住
民

が
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
こ
の
機
会
に
お
れ
ん
じ
鉄
道
を

利
用
し
て
買
い
物
や
観
光
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

２
号
車　
リ
ビ
ン
グ
・
カ
ー

　
１
車
両
に
わ
ず
か
20
席
だ
け
の

配
置
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
自
分

の
時
間
を
過
ご
し
た
い
人
に
ぴ
っ

た
り
。
熊
本
・
鹿
児
島
両
県
の
民

芸
品
を
展
示
し
た
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
沿
線
地
域
の
歴
史
や
伝

統
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ

星
in
九
州
」
を
手
掛
け
た
水
戸
岡

鋭
治
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
風
光

明め
い
び媚
な
九
州
西
海
岸
を
走
る
観
光

列
車
で
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
車
内
で

は
、
地
元
産
の
食
材
を
使
用
し
た

四
季
折
々
の
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
め

ま
す
。

１
号
車　
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
カ
ー

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
造
り
の
１
号

車
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
カ
ー
」。
談

笑
し
な
が
ら
食
事
を
楽
し
め
る

テ
ー
ブ
ル
席
の
ほ
か
、
海
側
に
は

カ
ウ
ン
タ
ー
席
も
設
け
て
あ
り
、

八
代
海
を
眺
め
な
が
ら
、
地
酒
を

味
わ
う
の
も
お

す
す
め
で
す
。

　

運
転
席
の
横

に
は
子
ど
も
展

望
席
も
あ
っ
て
、

遊
び
心
あ
ふ
れ

る
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

く
ま
モ
ン
列
車
は
３
種
類
あ

り
、
海
と
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青

色（
１
号
）、か
ん
き
つ
と
夕
日
の

オ
レ
ン
ジ
色（
２
号
）、く
ま
モ
ン

の
黒
色（
３
号
）の
車
体
が
目
印
。

車
体
や
車
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

く
ま
モ
ン
が
描
か
れ
て
お
り
、
何

度
も
乗
り
た
く
な
る
列
車
で
す
。

特
に
先
頭
が
く
ま
モ
ン
の
顔
に

な
っ
て
い
る
３
号
は
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
大
人
も
一
緒
に
写
真
を

撮
り
た
く
な
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
列
車
で
、
沿
線
地
域
の
風
景

や
お
い
し
い
食
べ
物
を
満
喫
し

て
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん

作
り
ま
せ
ん
か
。

　
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
は
、
オ
レ
ン

ジ
が
描
か
れ
た
標
準
の
白
い
車
両

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
人
気
が
あ

る
の
は
、
く
ま
モ
ン
が
描
か
れ
た

列
車
で
す
。

く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
楽
し
い
旅

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車

（写真上・左上・左）くまモンのラッ
ピング列車　（写真左下）くまモンが
たくさんの内装

豪
華
な
食
事
で
優
雅
な
旅　

お
れ
ん
じ
食
堂

（写真上）ダイニング・カーの車
内　（写真下）沿線地域の特産
物を使用した料理

くまモン列車２号くまモン列車１号

●

つなぎの根っこ

津奈木駅のホームには、道路の白線素材
を使用した地上絵が描かれています。画
家の浅井祐介さんと一般参加者が共同
で制作したもので、町の自然などをモチー
フにした作品となっています。

●

新八代

八代

肥後高田

日奈久温泉

肥後二見

上田浦

佐敷

海浦

湯浦

津奈木

新水俣
水俣

袋

古くは「日本書紀」に記され、「万葉集」
では長田王が水島の神々しさを歌ってい
ます。古くから人々に愛されてきた絶景・
神秘の場所です。

水島（国指定名勝）からの夕焼け

みなまたスウィーツ

水俣駅から半径１km圏内に10店舗以上
の菓子店が集まるスイーツのまち。お気に
入りを探して、食べ歩いてみてはいかが？

上田浦の隠れた絶景

地元の人しか知らない場所で、海沿いの
道から透明できれいな海とおれんじ鉄道
の両方が楽しめます。

ホームページ

おれんじ鉄道では、ホームページなどで情報や魅力
を発信しています。下表のようなお得なきっぷもあ
りますので、ぜひチェックしてください。

インスタ映え・グルメスポットを巡ろう

沿線おすすめMAP

切符の名称 利用条件 大人 65歳以上 小人
1日フリー
乗車券 ※ 全日 2,880円

（2,940円）
1,440円

（1,470円）

わくわく切符 土日祝日
限定 2,000円 1,000円

魅力発見の旅へ、いざ出発！

たのうら
御立岬公園

肥後田浦

くまモン列車３号

※10月１日から価格を改定します。（）内は改定後の価格です。
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まちのわだい

　

慶
應
義
塾
大
学
と
市
は
、
平
成
26
年

に
締
結
し
た
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協

定
」に
基
づ
き
、
市
の
発
展
・
振
興
、
大

学
の
教
育
や
研
究
活
動
の
充
実
・
発
展

を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
や
健
康
、
環

境
、
産
業
、
情
報
の
分
野
に
お
い
て
協
同

で
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
同
大
学
と
水
俣
環
境
ア
カ

デ
ミ
ア
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
結
び
、

画
面
を
通
し
た
遠
隔
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
市
農
林
水
産
課
と
水
俣
芦
北
森
林

組
合
、
㈱
大
川
林
業
の
職
員
が
講
師
と

な
り
、
地
域
の
林
業
の
現
状
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
議
論
を
交

わ
し
て
考
察
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

水俣環境アカデミア遠隔講義 水俣市が慶應義塾大学に7/9

▲カメラの向こうの学生に向けて講義

水俣環境アカデミア市民公開講座  『「ＳＤＧｓ」を学ぼう』

ドイツのスポーツ少年団員が 水俣市で文化交流7/25

▲水俣環境アカデミアの古賀所長が講師を務めた

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、
国
連
が

提
唱
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」に
つ
い
て
学
ぶ

公
開
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」と
は
、誰一人
取
り
残
さ

な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
広
範
な

課
題
に
統
合
的
に
取
り
組
む
た
め
の
17

の
目
標
の
こ
と
で
、「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」と
訳
さ
れ
ま
す
。
市
で
も
、
今

年
策
定
し
た
第
６
次
水
俣
市
総
合
計
画

で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
基
づ
き
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

の
古
賀
所
長
が
講
師
と
な
っ
て
、
地
域

社
会
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
む
こ
と
の
意

義
を
中
心
に
解
説
。
持
続
可
能
な
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
官
民
の
連
携
が
重

要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

▲市役所を訪れたドイツスポーツ少年団のメンバー

　

日
本
と
の
文
化
交
流
の
た
め
、
ド
イ

ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
ら
が
水
俣
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

行
って
い
る
日
独
同
時
交
流
事
業
に
よ
る

も
の
で
、
毎
年
相
互
に
交
流
訪
問
団
を

派
遣
し
て
お
り
、
今
年
は
全
国
各
地
で

１
２
０
人
、
市
で
は
９
人
の
訪
問
団
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
団
員
ら
が
市
役
所
を
訪

問
。
訪
問
団
代
表
の
マ
ル
ク
・
ザ
ン
ダ
ー

さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で
「
日
本
の
文
化
や
歴

史
、
伝
統
に
触
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
」
と

話
し
ま
し
た
。訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、

水
俣
で
５
日
間
を
過
ご
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
し
て
日
本
の
文
化
に
触
れ

ま
し
た
。　

　
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
、普
段
は
立
ち
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
調
理
場
な
ど
を
公

開
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
約
１
３
０
人
。
調
理
場
内
を
め
ぐ

り
な
が
ら
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
手
洗
い
チ

ェッ
ク
、「
豆
つ
か
み
大
会
」な
ど
で
楽
し

み
ま
し
た
。
こ
の
他
、
市
内
の
か
ん
き
つ

類
生
産
者
が
「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
甘

夏
の
世
界
」と
題
し
て
ミ
ニ
講
演
を
行
い
、

寸
劇
を
通
し
て
甘
夏
の
特
徴
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
く
ま
モ

ン
が
登
場
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
。
一緒
に
な
って
ク
イ
ズ
や
く
ま
モ
ン

体
操
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

いつもは入れない調理場を探検だ！ 給食センターまつり7/26

　

県
内
で
活
動
す
る
74
の
緑
の
少
年
団

か
ら
約
50
人
が
水
俣
市
に
集
ま
り
、野

外
活
動
な
ど
を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
緑
の
少
年
団
は
、緑
と
ふ
れ
あ
い
守
り

育
て
る
こ
と
を
通
し
た
豊
か
な
人
格
の

形
成
を
目
的
と
し
た
団
体
。こ
の
取
り
組

み
は
、毎
年
県
内
２
カ
所
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、水
俣
市
で
は
初
め
て
の
開
催

で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、協
力
し

合
っ
て
作
っ
た
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
た
り
、

「
ち
く
ち
く
す
る
葉
っ
ぱ
」な
ど
と
い
っ

た
自
然
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

見
つ
け
る
ビ
ン
ゴ
に
挑
戦
す
る
な
ど
し
て
、

楽
し
く
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、同
世

代
の
仲
間
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　
「
祇
園
さ
ん
」と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
る

丸
島
神
社
で
、
地
域
の
夏
祭
り
「
祇
園

さ
ん
祭
り
」が
開
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
境
内
で
は
、参
拝
者
に
手
作
り
の
「
祇

園
さ
ん
だ
ご
」が
配
ら
れ
た
他
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
店
も
並
び
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
域
の
人

た
ち
が
踊
り
や
歌
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の

一芸
を
披
露
す
る
た
び
、
笑
い
や
拍
手
が

起
こ
って
い
ま
し
た
。

　

新
水
俣
市
史
に
よ
る
と
、
丸
島
神
社

は
地
域
の
氏
神
と
し
て
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ

ト
を
祀
っ
て
い
て
、
こ
の
祭
り
の
日
に
は

神
さ
ま
の
苦
手
な
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
て
は

な
ら
な
い
と
す
る
言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う

で
す
。

▲お風呂みたいな大きなお鍋で何つくろう♪

県内の少年団員が水俣に集合！ 全県緑の少年団交流集会7/26

地域の氏神さんの夏祭り 丸島祇園さん祭り7/28

▲県内各地の仲間たちと竹とんぼづくりに挑戦

▲地域の芸達者さんたちが十八番を披露♪

7/13
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まちのわだい

　
水
俣
市
公
民
館
が
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
、
お
金
の
上
手
な
使
い
方
を
学

ぶ
教
室
を
開
き
、
児
童
約
90
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
市
公
民
館
の
自
主
事
業

の一つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、「
お
金
」

に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
講
師
を
務
め
た

の
は
、
熊
本
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
津
田
典
之
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
、

も
ら
っ
た
お
こ
づ
か
い
で
買
い
物
を
し
な

が
ら
目
的
地
を
目
指
す
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
お
こ
づ
か
い
帳
の
つ
け
方
を
学

ん
だ
他
、
お
金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
、

紙
製
の
貯
金
箱
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
、

お
金
の
大
切
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

い
ま
し
た
。

夏休み子ども教室  「お金の上手なつかい方」7/31

▲お金にまつわるクイズに挑戦

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
が
、
大
学
教
員

や
研
究
者
な
ど
が
講
師
と
な
って
、
専
門
的

な
実
験
実
習
に
小
・
中
学
生
が
取
り
組
む

「
ジ
ュニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
き

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち

48
人
。「
電
池
を
作
っ
て
調
べ
る
」、「
雪
の

結
晶
を
作
って
観
察
す
る
」な
ど
７
つ
の
テ
ー

マ
の
ス
ク
ー
ル
に
分
か
れ
て
実
験
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
発
表
ま
し
た
。

　

温
度
計
を
作
る
ス
ク
ー
ル
で
は
、
異
種

の
金
属
を
接
続
し
た
回
路
が
温
度
差
に
応

じ
て
電
圧
を
発
生
す
る
特
性
を
利
用
し
て
、

身
の
回
り
の
物
や
場
所
の
温
度
を
測
定
。

子
ど
も
た
ち
は
、
温
度
が
電
圧
で
表
さ
れ

る
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
、
夢
中
で
実
験
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ジュニアサイエンスセミナー 専門的な実験・研究に子どもたちが挑戦8/1

　
こ
の
日
の
深
夜
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
・
森
下
誠
さ
ん
が
湯
の
児

護
岸
で
、
新
種
の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
「
ヒ

メ
タ
ツ
」の
出
産
行
動
を
、
海
中
と
陸

上
を
回
線
で
結
ん
で
生
中
継
し
ま
し
た
。

　
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
は
、
メ
ス
が
オ
ス
の

腹
部
の
袋
に
卵
を
産
み
つ
け
、
孵ふ

か化
さ

せ
て
か
ら
出・

・

・

・

産
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
森
下
さ
ん
に
よ
る
と
、
生
中
継

に
よ
る
ヒ
メ
タ
ツ
の
出
産
行
動
の
上
映
は

世
界
初
の
こ
と
で
、
浅
い
場
所
で
も
波

が
穏
や
か
な
水
俣
の
海
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。

　

画
面
に
映
る
親
魚
の
お
腹
か
ら
体
長

１㎝
ほ
ど
の
稚
魚
が
飛
び
出
す
と
、
特
設

の
画
面
の
前
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は一斉

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

小
規
模
多
機
能
事
業
所「
ほ
っ
と
は

う
す
」が
、手
作
り
の
お
祭
り「
サ
マ
ー
フ

ェス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
き
、親
子
連
れ
な
ど

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、

地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、同
所
が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、施
設
の
利
用
者
と
将
棋
や

オ
セ
ロ
で
対
戦
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、磁

石
を
利
用
し
た
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
、ぼ
ん
ぼ

ん
釣
り
な
ど
、施
設
職
員
と
利
用
者
が

工
夫
し
て
手
作
り
し
た
催
し
が
所
狭
し

と
並
び
、子
ど
も
た
ち
が
大
喜
び
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、ス
イ
カ
割
り
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、か
き
氷・ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
あ
って
、誰
も
が
楽
し
い一日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

▲果物で電池を作る実験。みんな興味津々の表情

「ヒメタツ」の出産行動を生中継 世界初！？の海中中継8/3

手作りのお祭りで地域と交流 ほっとはうすサマーフェスティバル8/3

▲稀有な瞬間に立ち会おうと集まった人たち

▲磁石を使って魚釣り！ 大きいのが釣れたよ♪

頑張る君たちを、まちのみんなが応援しています！8/1

▼
開
催
日　
８
月
21
日
㈬
〜
24
日
㈯

○
入
口
汰
地
く
ん（
緑
東
中
３
年
）

▼
出
場
大
会　
第
41
回
九
州
中
学
校
陸

　
上
競
技
大
会（
８
０
０ｍ
）

▼
開
催
日　
８
月
６
日
㈫
〜
８
日
㈭

【
吉
本
陽
莉
さ
ん
・
吉
本
陽
平
く
ん
】

○
吉
本
陽
莉
さ
ん（
水
俣一中
１
年
）

▼
出
場
大
会　
第
42
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

　
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳

　
競
技
大
会（
50ｍ
平
泳
ぎ
）

▼
開
催
日　
８
月
21
日
㈬
〜
26
日
㈪

○
吉
本
陽
平
く
ん（
水
東
小
５
年
）

▼
出
場
大
会　

第
35
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

　
全
国
大
会

▼
開
催
日　
８
月
４
日
㈰

　
こ
の
日
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
九
州
大

会
・
全
国
大
会
に
出
場
す
る
小
・
中
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
市
役
所
を
訪
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金
に
よ
る
出

場
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

【
水
俣一中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

▼
出
場
大
会　

第
50
回
九
州
中
学
校
ソ

　
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会

▼
開
催
日　
８
月
５
日
㈪
〜
７
日
㈬

【
溝
上
加
菜
さ
ん
・
入
口
汰
地
く
ん
】

○
溝
上
加
菜
さ
ん（
緑
東
中
３
年
）

▼
出
場
大
会　
第
46
回
全
日
本
中
学
校

　

陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
１
５
０
０

　
ｍ
・
８
０
０ｍ
）

スポーツ大会出場の小・中学生に奨励金を交付

水俣一中女子ソフトテニス部

溝上加菜さん（中央）・入口汰地くん（右）

吉本陽平くん（中央）・吉本陽莉さん（右）
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まちのわだい

地域の防犯見守り活動に功績 水俣ふるさと見守隊を県が表彰8/5

▲髙岡市長に受賞を報告した同隊の皆さん

　
水
俣
警
察
署
葛
渡
駐
在
所
館
内
の
地

域
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
水
俣
ふ
る
さ

と
見
守
隊（
桑
原
一か
ず
は
る知
隊
長
）
が
、
７

月
22
日
に
、
県
や
県
警
な
ど
で
つ
く
る

「
く
ま
も
と
犯
罪
の
起
き
に
く
い
ま
ち
づ

く
り
県
民
会
議
」か
ら
、
功
労
団
体
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

水
俣
市
民
に
よ
る
最
初
の
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し
て
平
成
21
年
に
発
足

し
た
同
隊
は
、
こ
れ
ま
で
10
年
に
わ
た
っ

て
、
地
元
駐
在
所
や
住
民
と
連
携
し
て
、

通
学
路
の
安
全
確
保
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取

り
組
み
、
地
域
の
安
全
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
桑
原
隊
長
ら
が
市
役
所

を
訪
れ
、
髙
岡
市
長
に
受
賞
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
８
月
24
日・
25
日
に
松
江
市
総
合
体

育
館（
島
根
県
）で
開
か
れ
る
、第
54
回

全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会（
通
称・

高
専
大
会
）バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
、

桑
畑
莉
央
さ
ん（
古
城
、熊
本
高
等
専
門

学
校
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
１
年
）が
出
場
し

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、桑
畑
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

れ
、髙
岡
市
長
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
基
金
に
よ
る
大
会
出
場
奨
励

金
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
大
会
に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
。優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
る
桑
畑
さ
ん
に
、髙
岡
市
長

は「
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
、練
習
の
成

果
を
出
し
切
っ
て
き
て
ほ
し
い
」と
応
じ
、

激
励
し
ま
し
た
。

高専大会バスケで全国大会へ 大会出場奨励金を交付8/15

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
中
学
生

を
対
象
に
、
水
俣
の
今
を
学
び
未
来
に
つ
な

が
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
「
み
な
ま
た
未

来
ラ
ボ
」を
開
き
、９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
湯
の
児
の
魅
力
」。

参
加
者
は
、
２
日
間
の
日
程
で
講
話
や
体

験
を
通
し
て
、
水
俣
の
観
光
の
現
状
を
学

び
ま
し
た
。
湯
の
児
地
域
を
中
心
に
行
わ

れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
福
田
農
場

で
の
パ
エ
リ
ア
作
り
、
フ
ィッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

で
の
釣
り
体
験
、
海
水
浴
場
で
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
ま
ち
の
観
光
資
源

に
つ
い
て
学
習
。
水
俣
の
海
の
魅
力
を
全
身

で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
日
程
の
最
後
に
は
、
学
ん
だ
こ
と
か
ら
未

来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め

て
発
表
し
ま
し
た
。

まちの今を知り、未来を描く みなまた未来ラボ8/8・9

　
市
は
、
釣
り
船
に
乗
って
水
俣
の
海
に

つ
い
て
学
ぶ
、
乗
船
体
験
会
を
開
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
市
内
の
親
子

連
れ
な
ど
27
人
。
４
艘
の
船
に
分
か
れ

て
乗
り
込
み
、
同
乗
す
る
ガ
イ
ド
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
湾
内
を
巡
り
ま
し
た
。

　

船
は
、
恋
路
島
付
近
の
カ
キ
の
養
殖

い
か
だ
や
、
湯
堂
漁
港
内
の
海
底
湧
水

「
ゆ
う
ひ
ら
」、
海
藻
が
森
の
よ
う
に
茂

る
「
裸
瀬
」
な
ど
を
順
に
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
ガ
イ
ド
が
解
説
。
参
加
者
は
、
体

験
を
通
し
て
、
多
く
の
生
き
物
が
す
む

水
俣
の
海
の
豊
か
さ
や
、
海
を
中
心
と

し
た
地
形
や
気
候
、
過
去
に
経
験
し
た

公
害
と
そ
こ
か
ら
再
生
し
た
海
の
現
状
、

海
を
と
り
ま
く
人
々
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▲マリンアクティビティーは水俣の海の新しい魅力

船の上から水俣の海を学ぶ 「水俣の海 乗船体験」8/10

▲海を体で感じながら、海について学んだ

▲髙岡市長から奨励金を受け取った桑畑さん（右）

　
熊
本
県
芦
北
地
域
振
興
局
が
、
湯
の

児
島
の
磯
で
、
海
の
生
き
物
を
観
察
す

る
催
し
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
熊
本
市
の
親
子
２

組
。
岩
場
の
フ
ナ
ム
シ
や
潮
溜
ま
り
の
ヤ

ド
カ
リ
に
ビ
ナ
、
岩
の
隙
間
の
カ
メ
ノ
テ

な
ど
、
磯
の
生
き
物
を
探
し
て
は
、
ガ

イ
ド
の
説
明
を
興
味
深
そ
う
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　
ダ
イ
バ
ー
が
潜
っ
て
ウ
ミ
ウ
シ
や
タ
ツ

ノ
オ
ト
シ
ゴ
な
ど
を
捕
ま
え
て
く
る
と
、

子
ど
も
も
大
人
も
興
味
津
々
。
水
俣
の

海
は
栄
養
が
豊
富
で
波
が
穏
や
か
な
こ

と
、
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物

に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
こ
と
な
ど
、
説

明
を
聴
き
な
が
ら
、
水
槽
を
泳
ぐ
タ
ツ

ノ
オ
ト
シ
ゴ
に
見
入
って
い
ま
し
た
。

海のいきもの観察会 水俣の海はいきものの宝箱♪8/3

　

市
は
、
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し

た
事
業
の一環
と
し
て
、
水
俣
の
歴
史
を

学
ぶ
４
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
を
開
い
て
い

ま
す
。
第
１
回
と
な
る
こ
の
日
は
、
約

60
人
が
参
加
。
原
始
・
古
代
編
と
し
て
、

考
古
学
博
士
で
あ
る
八
洲
開
発
㈱
の
木

﨑
康
弘
さ
ん
が
演
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
水
俣
市
内
と
周
辺
地
域
に

点
在
す
る
、
貝
塚
を
は
じ
め
と
す
る
遺
跡

を
発
見
・
調
査
し
た
人
々
に
焦
点
を
当
て

る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
43
年
に

発
見
さ
れ
た
石
飛
分
校
遺
跡
で
見
つ
か
っ

た
石
器
が
、
年
代
ご
と
に
異
な
る
産
地
の

黒
曜
石
を
材
料
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
人
々
が
定
住
せ
ず
遊
動
し
て
い
た

こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
参
加
者
は
興
味

深
そ
う
に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

▲初めて見る色とりどりのウミウシにびっくり！

太古の水俣を今に伝える遺跡を知る 水俣の歴史講座 原始・古代編8/3

▲石飛で見つかった石器について説明する木﨑さん
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熊本県からのお知らせ
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●
各
施
設
・
事
業
の
無
償
化
の
範
囲

　
下
表
の
と
お
り

※
通
園
送
迎
費
、
給
食
費
、
行
事
費
な

ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
護
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

●
給
食
費
の
支
払
方
法

　
現
在
、３
歳
〜
５
歳
児
の
給
食
費
は
、

主
食
分（
お
米
な
ど
）に
つ
い
て
は
直
接
、

副
食
分（
お
か
ず
）に
つ
い
て
は
市
を
通

じ
て（
保
育
料
の一部
と
し
て
）、ま
た
は

実
費
で
保
育
所
な
ど
に
支
払
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
保
育
料
無
償
化
に
伴
い
、
今
後
は
主

食
分
と
副
食
分
の
給
食
費
を
ま
と
め
て

保
育
所
な
ど
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
０
〜
２
歳
児
は
、こ
れ
ま
で
通
り
で
す
。

広報みなまた 2019 年９月号広報みなまた 2019 年９月号

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
な
ど
の
改

正
に
よ
り
、10
月
か
ら
、
幼
稚
園
・
保

育
所
お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
へ
通

う
満
３
歳
〜
５
歳
児
の
保
育
料
が
無
償

化（
幼
稚
園
は
月
額
２
５
７
０
０
円
ま

で
）
さ
れ
ま
す
。
無
償
化
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
市
へ
支
払
っ
て
い
た
保
育
料
を

支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

０
歳
〜
２
歳
児
に
つ
い
て
も
、住
民
税

非
課
税
世
帯
を
対
象
に
保
育
料
が
無
償

化
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、保
育
所
な
ど
の
給
食
の
材

料
に
か
か
る
費
用（
給
食
費
）は
、自
宅

で
子
育
て
を
行
う
場
合
も
同
様
に
か
か

る
費
用
の
た
め
、保
育
所
な
ど
を
利
用

す
る
保
護
者
も
自
宅
で
子
育
て
を
行
う

保
護
者
と
同
様
に
、費
用
を
負
担
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。保
育
料
無
償
化
後

も
引
き
続
き
、保
護
者
負
担
と
な
り
ま

す
。年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯

の
子
ど
も
、幼
稚
園
な
ど
は
小
学
３
年

生
か
ら
数
え
て
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
、

保
育
所
な
ど
は
就
学
前
児
童
か
ら
数
え

て
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
は
、
副
食
分

（
お
か
ず
）の
負
担
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
無
償
化
の
期
間

　

満
３
歳
に
な
っ
た
後
の
４
月
１
日
か

ら
小
学
校
入
学
ま
で
の
３
年
間

※
幼
稚
園
な
ど
に
つ
い
て
は
入
園
で
き

る
時
期
に
合
わ
せ
て
、満
３
歳
か
ら
無

償
化
と
な
り
ま
す
。

対象園児 施設・事業 保育料無償化の範囲

①保育の必要性の認定事由
（★）に該当する満３〜５歳児

★共働き、ひとり親家庭 など

保育所

全額無償認定こども園

就学前障がい児の発達支援

幼稚園 ２５，７００円／月まで無償

幼稚園の預かり保育 幼 稚 園 の 利 用 料 に 加 え、
１１，３００円／月まで無償

認可外保育施設
３７，０００円／月まで無償

一時預かり事業など

② ①以外（☆）に該当する満
３歳〜５歳児

☆専業主婦（夫）家庭など

認定こども園（１号認定）
全額無償

就学前障がい児の発達支援

幼稚園 ２５，７００円／月まで無償

③０歳〜２歳児（住民税非課
税世帯）

保育所
全額無償

認定こども園

認定外保育施設 ４２，０００円／月まで無償

（表）保育料無償化の対象者・対象範囲など

※幼稚園の預かり保育や認可外保育施設などの無償化の対象となるためには、市から「保育の必要性の認
定」を受ける必要があります。幼稚園の預かり保育は、通っている園を通しての申請となります。また、認
可外保育施設などの無償化は、主に保育所などを利用していない人が対象です。「保育の必要性の認定」
の要件については、就労などの要件がありますので、市福祉課へ確認し、申請してください。

主食分
※給食または
　現物持参

保育料

副食分
※給食

保
護
者
負
担

無償化

副食分
※給食

主食分
※給食または
　現物持参

10 月まで 10 月以降
保育料無償化のイメージ

10月から保育料（利用料）の無償化が始まります
３歳〜５歳児の全世帯が対象

■問い合わせ　福祉課子ども子育て支援室☎６１ー１６６０
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シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

運
転
免
許
証
の「
自
主
返
納
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

運
転
し
て
い
て
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
こ
と
が
増
え
た
。

同
乗
す
る
家
族
か
ら「
危
な
い
」と
指
摘
さ
れ
た
。

心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

加
齢
と
と
も
に
、
体
の
能
力
は
少
し
ず
つ
衰
え
ま
す
。

視
力
が
低
下
し
た
り
、
と
っ
さ
の
判
断
力
が
鈍
っ
た
り
、

「
若
い
頃
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
な
ぁ
」と

思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
自
動
車
で
す
が

ひ
と
た
び
事
故
を
起
こ
せ
ば

誰
か
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
」と
思
う
前
に一度

運
転
免
許
証
の「
自
主
返
納
」に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
の
特
徴

　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
を
、
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
シ
フ
ト

位
置
の
誤
り
や
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い

と
い
っ
た
、
操
作
ミ
ス
が
原
因
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
人
の
多
く
は
、
こ
れ
ま

で
も
日
常
的
に
自
動
車
を
利
用
し
て
き

た
、運
転
経
験
が
豊
か
な
人
た
ち
で
す
。

背
景
に
は
、
加
齢
に
よ
る
身
体
的
な
衰

え
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
自
覚
し
づ
ら
い「
衰
え
」

　
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
は
、
危
険

を
予
測
し
て
未
然
に
防
ぎ
、
起
こ
っ
た

危
険
を
素
早
く
認
識
し
て
回
避
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
運
転
経
験
が
豊
か
な

人
は
、
こ
う
し
た
動
作
も
的
確
に
行
え

る
場
合
が
多
く
、
事
故
に
遭
う
こ
と
も

少
な
く
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
経
験
に
助
け
ら
れ
て
運

転
で
き
て
い
る
こ
と
で
、
自
ら
の
衰
え

に
気
づ
き
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
身
体
的
な
能
力
の
低
下

は
、
誰
に
も
必
ず
起
こ
り
ま
す
。
自
身

の
技
術
を
過
信
せ
ず
、い
ず
れ
来
る「
運

転
を
卒
業
す
る
」と
き
の
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
に

市
が
公
共
交
通
機
関
の
回
数
券
を
進
呈

　
市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
人
へ
の
特
典
制
度
と
し
て
、
み
な

く
る
バ
ス
ま
た
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
回

数
券
を
希
望
者
に
進
呈
し
て
い
ま
す
。

　
進
呈
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

■
対
象
者

○
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
た

　
人
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
免
許
証
返
納
時
に
水
俣
市
に
住
所
が

　
あ
る
人
。

※
期
限
切
れ
に
よ
る
失
効
や
免
許
取
消

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
特
典　
み
な
く
る
バ
ス
ま
た
は
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
回
数
券（
７
５
０
０
円
分
）

◆
特
典
制
度
の
申
し
込
み
方
法

①
警
察
署
で
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

　
納
し
て
く
だ
さ
い
。

②「
運
転
免
許
取
消
通
知
書
」が
交
付

　
さ
れ
ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
「
運
転

　
経
歴
証
明
書
」の
発
行
を
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。

③
水
俣
市
企
画
課
（
市
役
所
仮
庁
舎
２

　
階
）で
、「
運
転
免
許
取
消
通
知
書
」

　
ま
た
は「
運
転
経
歴
証
明
書
」、
印

　
鑑
を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。
回
数
券
を
交
付
し
ま
す
。

◆
特
典
制
度
の
申
請
が
水
俣
警
察
署
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

水
俣
警
察
署
で
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
ら
、
そ
の
場
で
特
典
制
度
の
申

請
書
の
提
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
回
数
券
は
、
後
日
郵
送
し
ま
す
。

■
警
察
署
窓
口
で
の
申
請
受
付
開
始
日

　
９
月
13
日
㈮

■
窓
口　
水
俣
警
察
署
１
階
交
通
係

◆
自
主
返
納
手
続
き
は
警
察
署
で

　
運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
は
、
水

俣
警
察
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

代
理
人
に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
水
俣
警
察
署
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日　
月
曜
〜
金
曜

■
受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
持
参
品

○
運
転
免
許
証（
有
効
期
限
内
に
限
る
）

○
印
鑑
（
認
印
可
、
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

◆
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
る

「
運
転
経
歴
証
明
書
」を
発
行
で
き
ま
す

　

運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
後

の
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
、

「
運
転
経
歴
証
明

書
」の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
自
主
返

納
の
際
に
次
の
も
の
を
持
参
し
て
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品

○
証
明
写
真（
３
㎝
×
２・４㎝
）

○
手
数
料
１
１
０
０
円

　今年の４月１日に自主返納しました。
　80歳を超えて、運転免許証の更新時
期が近づいたことをきっかけに決心しま
した。長く地域の見守り活動を続けて
きたこともあり、自分の運転する車で子
どもたちにけがをさせてしまうことがな
いようにという思いがありました。
　自主返納をした直後に、東京都池袋
で、高齢ドライバーが運転する自動車
が暴走して母娘をはねて死亡させるとい
う事故が発生。報道で知って、大変胸
を痛めました。
　現在は、買い物や通院に１日３便ある
みなくるバスを利用していますが、不便
はあまり感じませんよ。

吉本寅雄さん
（81歳・宝川内）

インタビュー
返納者の声

データ
事故件数に占める高齢運転者による事故件数の推移
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凡例

20.03 20.63 22.01 22.03
23.91

原動機付自転車以上による交通事故発生件数と、その
中に占める高齢運転者による事故の割合を示したグラ
フです。事故件数は年々減少していますが、高齢運転
者による事故の割合は増加しています。

◆
問
い
合
わ
せ
先

○
運
転
免
許
証
の

　
自
主
返
納
制
度
に
つ
い
て

▼
水
俣
警
察
署
交
通
係

　
☎
62
・
０
１
１
０（
代
表
）

○
市
の
特
典
制
度
に
つ
い
て

▼
市
企
画
課
地
域
振
興
係

　
☎
61
・
１
６
０
７（
直
通
）

21 広報みなまた 2019年９月号

（熊本県警察による資料より抜粋）
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火
の
ま
つ
り
は
、
水
俣
病
で
犠
牲
に

な
っ
た
全
て
の
生
命
に
対
す
る
祈
り
と
、

地
域
再
生
へ
の
願
い
を
炎
に
託
し
、
水

俣
の
過
去
と
未
来
に
思
い
を
は
せ
る
行

事
で
す
。

■
日
時　
９
月
21
日
㈯　
18
時
30
分
〜

20
時

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
護
岸

（
雨
天
時
は
、
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
）

※
会
場
を
変
更
す
る
場
合
は
、
９
月
20

日
㈮
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

★
火
の
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
当
日
、
会
場
作
り
な
ど
の
準
備
（
軽

作
業
）
を一緒
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

★
火
の
ま
つ
り
に
奉
納
す
る
祈
り
の
鶴

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す

■
期
間　
〜
９
月
20
日
㈮

■
場
所　
市
役
所
仮
庁
舎
１
階
、
市
立

図
書
館
、
水
俣
病
資
料
館
、
市
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

㉄ 

火
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
環
境
課
内
）
☎︎
61
・
１
６
１
２

　
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
で
慰
霊
の
碑

に
奉
納
す
る
名
簿
を
募
集
し
ま
す
。奉

納
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。申
込
者（
遺
族
）に
は
、後
日
、慰

霊
式
へ
の
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

■
対
象　
水
俣
病
認
定
患
者
で
、亡
く

な
っ
た
人

■
申
込
締
切
日
時　
９
月
27
日
㈮
17
時

※
９
月
28
日
㈯
以
降
に
受
け
付
け
た
分

は
、令
和
２
年
度
の
慰
霊
式
で
奉
納
。

■
個
人
情
報　
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報

は
、非
公
開
で
す
。

㉄ 

水
俣
病
資
料
館
☎
62・２
６
２
１
／

環
境
課
☎
61・１
６
１
２

市役所からのお知らせ

市からの
お知らせ

◆税務課
　市民税係☎61-1610
　収納対策室☎61-1630
　固定資産税係☎61-1620
◆市民課
　戸籍住民係☎61-1611
　年金医療保険係☎61-1633
　市民生活係☎61-1656
◆環境課
　環境もやい推進室☎61-1612
　環境衛生係☎61-1613
　環境クリーンセンター☎62-4101
◆いきいき健康課
　健康推進係☎62-3028
　高齢介護支援室☎63-3051
◆福祉課
　生活支援室（総務）☎61-1640
　　　　　　（生活支援）☎61-1670
　子ども子育て支援室☎61-1660
　障がい福祉支援係☎61-1650
◆都市計画課建築住宅室☎61-1621
◆土木課道路公園管理室☎61-1625
◆水道局☎63-2604
◆下水道課☎61-1627
◆教育総務課☎61-1637
※その他の窓口は☎63-1111 へ
　お尋ねください。

（７月末日現在）

前月比 前年
同月比

人口 24,427人 -40 -369

男性 11,371人 -18 -186

女性 13,056人 -22 -183

世帯数 11,732世帯 -31 -44

人の動き

市
政
功
労

　

市
で
は
、
毎
年
11
月
に
市
政
功
労

や
善
行
の
あ
っ
た
人
な
ど
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
人（
個
人
・
法

人
・
団
体
お
よ
び
故
人
）が
い
ま
し
た
ら
、

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

■
候
補
者
の
推
薦
基
準

○
市
政
功
労
者

　
自
治
振
興
、産
業
振
興
、教
育
文
化
、

　
社
会
福
祉
、そ
の
他
公
共
の
福
祉
に

　
寄
与
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で

　
あ
っ
た
人

○
善
行
者

　
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
行

　

為（
人
命
救
助
、５
年
以
上
に
わ
た

　
る
奉
仕
活
動
な
ど
）を
し
た
人

○
功
績
者　

　
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
顕

　
著
な
功
績
を
あ
げ
た
人

■
行
為
の
期
間　
平
成
30
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
行
為

（
こ
れ
以
前
か
ら
の
継
続
的
行
為
も
含

み
ま
す
）

■
推
薦
方
法　
総
務
課
行
政
係
に
推
薦

状
を
提
出
。
推
薦
状
は
、
市
役
所
１
階

総
合
案
内
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
推
薦
締
切
日　
10
月
１
日
㈫

㉄ 

総
務
課
☎
61
・
１
６
０
３
／
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w

.city.
m

inam
ata.lg.jp

　
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

も
視
聴
で
き
ま
す
。

■
期
間　
８
月
30
日
㈮
〜
９
月
20
日
㈮

【一般
質
問
】　

■
日
時　
９
月
10
日
㈫
～
12
日
㈭　
９

時
30
分
～

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

（
傍
聴
席
は
４
階
で
す
）

【
委
員
会
】　

■
日
時　
９
月
13
日
㈮
、
17
日
㈫

■
場
所　
も
や
い
階
３
階
会
議
室
な
ど

㉄ 

議
会
事
務
局
☎
61
・
１
６
６
１

市
政
功
労
者
・
善
行
者
・
功
績

者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

火
の
ま
つ
り

第
24
回
火
の
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す

水
俣
病
慰
霊
式

「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
に
奉
納
す

る
名
簿
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　市民の皆さんにとって、市政がより身近
なものになるように、市長就任以降の市の
これまでの取り組みや今後の諸施策などを
市長から市民の皆さんに直接説明を行い
ます。
　どの会場にお越しいただいても構いませ
ん。多くの皆さんのご参加を待っています。

■留意いただきたい事項
◯報告会は、市民の皆さんに、市政につ　
　いて広く理解していただくことを目的と　
　しています。
◯個別の要望、陳情などについては、お受　
　けいたしかねますので、皆さんのご理解
　をお願いします。

開催日 時間 場所

９月 26 日㈭

19：00
〜 20：30

湯の鶴温泉センター２階広間

９月 27 日㈮ 水俣第二小学校多目的ホール

９月 30 日㈪ もやい館３階もやいホール

10 月１日㈫ 葛彩館広間

10 月３日㈭ サンビレッジみなまたホール

10 月４日㈮ 愛林館２階広間

10 月７日㈪ 越小場公民館広間

◆開催日時・場所

令和元年度水俣市市政報告会

議
会

水
俣
市
議
会

９
月
定
例
会
開
催

■問い合わせ　
市長公室秘書係☎︎６１−１６００
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来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
を
対
象
に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
就
学
す
る
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
知

る
重
要
な
健
康
診
断
で
す
。必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。対
象
者
に
は
別
途
通

知
し
ま
す
。

■
日
時　
表
の
と
お
り

※
都
合
が
悪
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
時
間　
13
時
〜
14
時

■
場
所　
市
立
総
合
体
育
館

■
対
象
者　
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
ど
も

■
持
参
品　
「
就
学
時
健
康
診
断
」の
通

知
は
が
き
、母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具

㉄ 

教
育
総
務
課
☎
61・１
６
３
６

　
令
和
２
年
度
の
就
学
に
向
け
て
の
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
９
月
25
日
㈬
〜
27
日
㈮　
９

時
30
分
～
16
時
30
分

※
面
談
時
間
は
、１
組
30
分
で
す
。

■
場
所　
市
公
民
館
本
館

■
対
象　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
の

う
ち
、相
談
を
希
望
す
る
人

①
令
和
２
年
度
に
小
学
校・中
学
校
に

　
就
学
予
定
の
人

②
各
小
学
校・中
学
校
に
在
籍
し
て
い

　
て
、学
習
状
況
や
学
校
生
活
な
ど
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

③
令
和
２
年
度
に
特
別
支
援
学
級
や
通

　
級
指
導
教
室
へ
の
入
級
を
考
え
て
い

　
る
人
、ま
た
は
特
別
支
援
学
級
か
ら

　
通
常
学
級
へ
の
入
級
を
考
え
て
い
る
人

※
条
件
に
該
当
し
な
い
人
で
も
受
け
入

れ
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　
保
護
者
が
直
接
電

話
で
申
し
込
む
か
、通
園・通
学
し
て
い

る
幼
稚
園
、保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
、

小
学
校・中
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

教
育
総
務
課
☎
61・１
６
３
６

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
市
内
戦
没
者
の

慰
霊
行
事
と
し
て
、
水
俣
市
戦
没
者
追

悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
８
日
㈫　
13
時
30
分
〜

※
13
時
20
分
ま
で
に
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

※
も
や
い
館
の
駐
車
場
は
、
駐
車
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

福
祉
課
☎
61
・
１
６
４
０

　
市
の
今
後
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
か
ら
１
０
０
０
人
を

無
作
為
に
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を

送
付
す
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
で
も
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た

は
郵
送
で
回
答
で
き
ま
す
。

■
回
答
締
切
日　
10
月
４
日
㈮

■
回
答
送
付
先　
企
画
課
地
域
振
興
係

㉄ 

〒
８
６
７
ー
８
５
５
５
、
水
俣
市

陣
内
１
の
１
の
53
、
企
画
課
☎︎
61
・

１
６
０
７
／
FAX
　

62
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kikaku@
city.m

inam
ata.lg.jp

／
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w

.city.
m

inam
ata.lg.jp/kiji0031440/

index.htm
l

学
校

小
学
校
新
１
年
生
の
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す

日時 対象区域（校区）

10 月 24 日㈭
13：30

〜 16：30

水一小 １区、５区、６区、７区、８区（合畑）、９区
16 区（野川・長崎）、22 区

水東小 ８区（合畑を除く）

葛渡小 10 区（12 組を除く）、11 区、12 区、13 区、14 区

久木野小 10 区（12 組）、23 区、24 区、25 区、26 区

10 月 25 日㈮
13：30

〜 16：30

水二小 ２区、３区、４区、19 区、20 区、21 区

袋小 17 区、18 区

湯出小 15 区、16 区（茂川・木臼野）

（表）日程と対象区域（校区）

教
育

就
学
の
こ
と
で
不
安
な
人
へ

第
２
回
水
俣
市
教
育
支
援
相
談
会

　
現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
９
月
30
日
㈪

で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
、
９
月
中

旬
か
ら
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

★
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら

○
保
険
証
を
台
紙
か
ら
は
が
し
て
く
だ

　
さ
い
。

○
内
容
（
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

　
住
所
な
ど
）
に
誤
り
が
な
い
か
す
ぐ

　
に
確
認
し
、
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ

　
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
用

　
で
き
ま
せ
ん
。

★
保
険
証
の
取
り
扱
い

○
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
区
分

　
に
応
じ
て
２
割
ま
た
は
３
割
の
負
担

　
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◯
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

　

人
は
、
同
封
の
カ
ー
ド
と
一
緒
に
使

　
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
紛
失
に
注
意
し
、
大
切
に
保
管
し
て

　
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
の
裏
面
に
は
臓
器
提
供
の
意

　
思
表
示
欄
が
あ
り
ま
す
。
記
入
し
た

　
場
合
は
、
台
紙
裏
面
の
個
人
情
報
保

　
護
シ
ー
ル
を
意
思
表
示
欄
に
貼
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

○
就
職
な
ど
で
他
の
健
康
保
険
に
加
入

　
し
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険
の
喪
失

　
の
届
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

　
出
が
あ
る
ま
で
保
険
税
が
か
か
り
続

　
け
ま
す
。

★
国
保
税
が
未
納
の
世
帯
は
…

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
公
平
性
を
期

す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
に一
定

以
上
の
未
納
が
あ
る
世
帯
に
は
、「
短

期
被
保
険
者
証
」
を
窓
口
で
交
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
未
納
の
保
険
税

が
あ
る
人
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、

必
ず
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

市
民
課
☎
61
・
１
６
３
３

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
更

新
し
ま
す

国
保

中村礼子さん水泳教室
アテネ・北京オリンピック銅メダリスト

　アテネ・北京オリンピックの水泳女子背泳ぎ２００m
で銅メダルを獲得した中村礼子さんの水泳教室を開
催します。
　水泳教室終了後は、サイン会やメダルを持っての
写真撮影会も開催します。サイン会・撮影会は、誰
でも参加できます。

■日時　10 月５日㈯　13 時〜 15 時
■場所　市立総合体育館温水プール
■対象者　水俣市キッズスポーツクラブ登録団体（水
泳）の会員
※クロールで 25m 泳げる児童・生徒に限ります。
■定員　50 人
※水俣市キッズスポーツクラブ登録団体を通して募集
します。２階からの観覧は誰でも自由にできます。
■問い合わせ　スポーツ振興課☎︎６３−９３１１

戦
没
者
追
悼
式

交
通

公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す

令
和
元
年
度
水
俣
市
戦
没
者
追
悼
式

コスモス
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10
月
１
日
㈫
か
ら
消
費
税
率
の
10
％

引
き
上
げ
に
伴
い
、事
業
系一般
廃
棄
物

（
可
燃
ご
み
）
の
処
理
手
数
料
を
変
更

し
ま
す
。

■
処
理
手
数
料
の
計
算
方
法

◯
30
㎏
ま
で　
３
３
０
円

◯
30
㎏
を
超
え
る
場
合　
30
㎏
ご
と

　
に
３
０
０
円
を
加
算
し
て
算
定
し
た

　
額
に
消
費
税
10
％
分
を
加
算
し
た
額

㉄ 

水
俣
芦
北
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎︎
62
・
６
０
０
３

　
生
ご
み
の
不
適
切
な
排
出
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
生
ご
み
は
市
が
指
定
し
て

い
る
生
ご
み
用
の
ご
み
袋
に
生
ご
み
の

み
を
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
集
し
た
生
ご
み
は
、
袋
ご
と
肥
料

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
生

ご
み
以
外
が
混
入
し
て
い
る
と
（
お
弁

当
の
バ
ラ
ン
な
ど
）
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
く
な
る
の
で
収
集
し
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎︎
62
・

４
１
０
１

　
相
続
、
遺
言
、
売
買
、
成
年
後
見
な

ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

希
望
者
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
９
月
26
日
㈭　
13
時
〜
15
時

■
場
所　
市
役
所
仮
庁
舎
１
階
市
民
相

談
室

㉄ 

市
民
課
☎︎
61
・
１
６
５
６

　
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

㉄ 

税
務
課
収
納
対
策
室
☎
61・１
６
３
０

　
市
税
滞
納
処
分
に
よ
る
不
動
産
を
公

売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
税
務
課
備
え
付
け
の
「
公

売
財
産
明
細
証
」な
ど
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
入
札
日
時　
９
月
26
日
㈭

◯
受
け
付
け　
10
時
〜

◯
入
札
開
始　
10
時
30
分
〜

※
納
税
な
ど
で
公
売
会
が
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　
市
役
所
仮
庁
舎
２
階
第
２
委

員
会
室

■
公
売
物
件　

八
ノ
窪
町
（
宅
地
）

３
５
６
・
92
㎡
外
４
筆
を一
括
公
売
（
一

部
持
分
あ
り
）

■
最
低
入
札
価
格　
２
８
０
万
円

■
持
参
品　

印
鑑
（
法
人
は
代
表
者

印
）、
公
売
保
証
金
28
万
円
、
本
人
確

認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
入
札
の
場
合
は
、
委
任
状
お
よ

び
委
任
者
の
印
鑑
証
明
が
必
要
で
す
。

㉄ 

税
務
課
収
納
対
策
室
☎
61・１
６
３
０

税　目 期別 納期限 口座
振替日

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

第
３
期

９
月
30
日
㈪

９
月
27
日
㈮

税納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

不
動
産
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

搬入量 変更前 変更後

30kg まで ３２０円 ３３０円

60kg まで ６４０円 ６６０円

90kg まで ９７０円 ９９０円

120kg まで １２９０円 １３２０円

※１日あたりのごみ持ち込み量は３００kg ま
　でです。

※以降 30kg ごとに料金が変わります。

▼可燃ごみの処理手数料（税込み）

ご
み

生
ご
み
は
市
指
定
の
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い

事
業
系
一
般
廃
棄
物（
可
燃
ご
み
）

の
処
理
手
数
料
を
変
更
し
ま
す

水俣市市制施行 70 周年記念
宝くじ文化公演

大野雄二 &
ルパンティック
シックス

　「ルパン三世」音楽の生みの親であるジャズピア
ニストで作曲・編曲家の大野雄二さんが、「ルパン
ティックシックス」とともに奏でるクールで熱いジャ
ズのグルーブを会場で味わってみませんか。

■プレイガイド　水光社１階サービスカウンター、
たかやま、ブックシティ一心堂、もやい館２階受付、
教育委員会生涯学習課
※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
※前売で完売の場合は、当日券の販売はありません。
※車椅子席のご購入は、市生涯学習課へ問い合わ
せてください。
※座席の販売状況は、市ホームページから確認で
きます。
■問い合わせ　生涯学習課☎︎６１−1639

■場所　市文化会館
■料金（全席指定）
◯一般 ２，０００円（当日券２，５００円）
◯高校生以下 １，０００円（当日券１，５００円）
◆宝くじの助成により、特別料金となっています。

９月 22 日㈰  開場 14：30 ／開演 15：00◆応募締切日　９月10 日㈫必着
◆応募方法　申込書に必要事項を明記の上、鑑
定品の写真を添付し、企画課地域振興係まで郵
送または持参してください。申込書は、市役所
仮庁舎２階企画課に備え付けています。市ホー
ムページでもダウンロードできます。
※一人何点でも応募できます。（申込書は鑑定
依頼品１点につき１枚必要です）
※収録予定日の 11 月 24 日㈰に出場可能な人
に限ります。
※応募いただいた申込書類・写真は返却しませ
んので、ご了承ください。

◆添付写真　①全体像がわかる写真
　　　　　　②主要な部分（絵柄や文字など）　　
　　　　　　　のアップ写真
　　　　　　③銘や落款などの写真
上記３点以上の写真を添付してください。
◆選考方法　テレビ東京の番組担当スタッフが、
応募書類を詳細に検討して選考します。
◆発表　採用の可能性がある人には、テレビ東
京の番組スタッフから直接連絡があります。
◆受付　〒８６７ー８５５５　水俣市陣内１−１−５３
　　　　水俣市役所企画課地域振興係
　　　　「出張 ! なんでも鑑定団 in 水俣」お宝係
◆問い合わせ　企画課地域振興係☎︎６１ー１６０７

出張！ なんでも鑑定団 in 水俣
あなたのお宝大募集！
あなたのとっておきの「お宝」を鑑定してもらいませんか。時代、
ジャンルは問いません。

相
談

司
法
書
士
と
市
の
合
同
市
民
相
談 ▲公売する宅地（八ノ窪町）
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国
連
工
業
開
発
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
）

の
活
動
内
容
や
国
連
で
働
く
こ
と
の
や

り
が
い
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

英
語
の
学
び
方
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
９
月
21
日
㈯　
10
時
〜

■
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
講
師　
国
連
工
業
開
発
機
関
（
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
）
東
京
事
務
所
次
長
・
村
上
秀

樹
さ
ん

■
申
し
込
み
方
法　
窓
口
や
電
話
で
直　

接
申
し
込
む
か
、氏
名
、住
所
、電
話
番

号
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
☎︎
84
・
９
７

１
１
／
FAX
　

84
・
９
７
１
３
／
メ
ー
ル 

academ
ia@

city.m
inam

ata.
lg.jp

　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は
、
中
国
、

台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
の
大
学
院
生
な
ど
が
水
俣
を
訪
問

し
、
水
俣
の
教
訓
と
地
域
の
現
状
や
課

題
を
学
ぶ
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ

ン
水
俣
研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。
研
修

の一環
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い

ま
す
の
で
、
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
26
日
㈯
13
時
〜
27
日
㈰

12
時

■
引
き
渡
し
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ア

■
謝
礼　
５
０
０
０
円

■
申
込
締
切
日　
９
月
18
日
㈬

㉄ 

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
☎︎
84
・
９
７

１
１
／
FAX
　

84
・
９
７
１
３
／
メ
ー
ル 

academ
ia@

city.m
inam

ata.
lg.jp

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

水俣・伊佐・湧水地域と鹿児島空港を結ぶ「空港バス」
は、空港へのアクセスだけでなく、地域住民の生活
の足としても利用されている重要な路線です。
　この路線では年々利用者が減少しているため、こ
のままでは路線の維持が難しくなってしまいます。
大切なバス路線を守っていくためにも、皆さんの利
用をお願いします。
　時刻表は、市役所仮庁舎１階総合案内、２階企画
課で配布しているほか、南国交通㈱のホームページ
で時刻表・運賃が確認できます。

空港バス（県際特急バス）
を利用しましょう

水俣 ⇔ 伊佐 ⇔ 湧水 ⇔ 鹿児島空港 水俣市

伊佐市

湧水町

鹿児島市内 東　京

鹿児島空港

湯之尾温泉（伊佐市）

郡山八幡神社（伊佐市）

丸池（湧水町）

いきいきセンター
くりの郷（湧水町）

○水俣〜大口間 約60分
○水俣〜栗野間 約90分
○水俣〜空港間 約117分

南国交通㈱ホームページ
https://nangoku-kotsu.com

■問い合わせ
○記事に関すること　水俣市企画課☎ 61-1607
○運行に関すること　南国交通㈱☎ 0995-58-2341

○鹿児島〜東京
　約115分

○空港〜鹿児島市内
　最短約38分

　
市
で
は
、
日
頃
の
生
活
で
不
安
感
が

強
く
、
常
時
注
意
が
必
要
な
状
況
の
高

齢
者
に
「
緊
急
通
報
装
置
」
を
貸
し
出

し
て
、
緊
急
時
の
連
絡
が
速
や
か
に
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
否
確
認
、
救
急
車
の
要
請
、
家
族

へ
の
連
絡
な
ど
を
委
託
業
者
が
対
応
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者　
①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
世
帯

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
お
お
む
ね
65

　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者（
同

　
居
者
が
昼
間
ま
た
は
夜
間
に
不
在
と

　
な
る
世
帯
の
高
齢
者
を
含
む
）

②
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
、

　
介
護
者
が
病
弱
で
あ
る
者

③
慢
性
疾
患
な
ど
の
身
体
上
の
理
由
に

　
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
、
常

　
時
注
意
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
者

④
市
民
税
非
課
税
世
帯　

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課
（
水
俣
市
保
健
セ

ン
タ
ー
）
☎︎
63
・
３
０
５
１

　

市
で
は
、㈱
ツ
ル
ー
バ
ラ
ン
ス
と
国

立
研
究
開
発
法
人
技
術
研
究
所
が
共
同

で
行
う
、
実
践
と
学
び
を
組
み
合
わ
せ

た「
体
験
型
健
康
医
学
教
室
（
り
ん
ご

教
室
）遠
隔
シ
ス
テ
ム
構
築
」の
実
証

事
業
に
協
力
し
ま
す
。

　
市
内
の
無
作
為
に
選
ば
れ
た
65
歳
〜

75
歳
の
人（
６
０
０
〜
８
０
０
人
程
度
）

に
実
証
事
業
へ
の
参
加
を
た
ず
ね
る
文

書
を
送
付
し
ま
す
。
参
加
で
き
る
人
は
、

必
要
事
項
を
明
記
し
、返
信
し
て
く
だ

さ
い
。

　
体
験
型
健
康
医
学
教
室
は
全
８
回
開

催
し
、通
常
の
教
室
の
他
、遠
隔
シ
ス
テ

ム
を
通
し
た
教
室
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
み
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
教
室
開
催
後

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
期
間
を
設
け
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
文
書
送
付
時
期　
10
月
中
旬

■
教
室
開
催
時
期　
11
月
〜
12
月（
予
定
）

■
参
加
料　
無
料

㉄ 

経
済
観
光
課
☎︎
61
・
１
６
２
８

（写真上）久木野小学校で模擬
訓練を行っている様子。
（写真右）台風通過後の倒木撤
去作業の様子（久木野〜越小
場線）

W
e are Fire Brigade

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

消
防
団

Vol.８

　

第
７
分
団
編

★
ど
こ
を
管
轄
し
て
い
る
の
？

　

第
７
分
団
は
、
23
部
、
24
部
、
26
部
、

で
編
成
さ
れ
、
主
に
久
木
野
・
寒
川
地

区
、
古
里
・
大
川
地
区
、
越
小
場
・
無

田
地
区
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

★
団
員
数
は
？

　

内
田
分
団
長
以
下
42
名
で
す
。
第
23

部
15
名
、
第
24
部
13
名
、
第
26
部
13
名
、

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

★
各
部
の
紹
介

○
第
23
部

　

久
木
野
・
寒
川
地
区
を
担
当
し
て
い

　

ま
す
。
棚
田
の
あ
か
り
開
催
時
は
、

　

警
戒
を
行
っ
て
、
地
域
の
安
全
を
守

　

っ
て
い
ま
す
。

○
第
24
部

　

古
里
・
大
川
地
区
を
担
当
し
て
い
ま

　

す
。
山
間
部
に
面
し
て
い
て
、
危
険

　

な
場
所
が
多
い
所
で
す
。
地
域
住
民

　

と
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
第
26
部

　

越
小
場
・
無
田
地
区
を
担
当
し
て
い

　

ま
す
。
他
の
部
に
比
べ
て
活
動
範
囲

　

が
広
い
で
す
が
、
少
な
い
団
員
で
頑

　

張
っ
て
い
ま
す
。

◆
第
７
分
団
長
・
内
田
秀
樹
さ
ん
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

第
７
分
団
は
、し
し
鍋
マ
ラ
ソ
ン
、久

木
野
校
区
体
育
大
会
、棚
田
の
あ
か
り
、

や
ま
び
こ
音
楽
祭
、久
木
野
小
学
校
の

奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。各
地
区
と
も
山
間
部
に
面

し
て
い
て
、大
雨
、台
風
な
ど
が
発
生
す

る
と
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
地
域
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
市
民
公

開
講
座
「
国
連
機
関
の
お
仕
事
」

研
修
生
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す

福
祉

高
齢
者
用
の
「
緊
急
通
報
装
置
」

を
貸
し
出
し
ま
す

健
康

「
体
験
型
健
康
医
学
教
室
」の
実

証
実
験
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

水俣環境アカデミア
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市からのお知らせ
★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のＱＲコードを使ってアクセスできます

★
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す

　
公
共
下
水
道
は
、
川
や
海
な
ど
の
水

環
境
を
守
り
、
衛
生
的
な
生
活
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か

く
整
備
し
て
も
接
続
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

地
域
で
、
接
続
が
済
ん
で
い
な
い
家
庭

や
事
業
所
は
、
速
や
か
に
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。

★
排
水
設
備
の
新
設
・
増
改
築
は
指
定

店
で
！
届
け
出
も
必
要
で
す

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
、
排
水
設
備
工

事
（
設
置
済
み
設
備
の
軽
微
な
補
修
は

除
く
）
は
、
市
が
指
定
す
る
工
事
店

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
へ
届
け
出
後
、
検
査
も
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
工
事
店
と
よ
く
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
店
舗
の
場
合
、
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
営
業
を
開
始
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
指
定
工
事
店
は
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

★
不
審
な
業
者
に
ご
注
意
！

　
「
宅
地
内
の
下
水
管
の
清
掃
を
し
ま

せ
ん
か
？ 

市
役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
て
き

ま
し
た
」
な
ど
と
話
し
、
宅
地
内
の
下

水
管
を
調
べ
た
り
、
高
額
な
料
金
を
請

求
す
る
市
外
業
者
が
い
る
と
い
う
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
か
ら
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
下
水
道
を
使
わ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

休
止
、
廃
止
の
届
け
出
が
必
要
で
す

　
家
屋
の
解
体
・
撤
去
な
ど
に
よ
り
今

ま
で
使
用
し
て
い
た
下
水
道
を
使
用
し

な
く
な
っ
た
り
、
一
定
期
間
使
用
し
な

い
場
合
は
、
市
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
届
け
出
が
な
い
と
、
使
わ
な
い
間
も

下
水
道
使
用
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
「
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
の
設
置
・

管
理
・
清
掃
が
必
要
で
す

【
飲
食
店
業
の
皆
さ
ん
へ
】

　
「
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
と
は
、
生
ご

み
や
油
脂
を
直
接
下
水
管
に
流
さ
な
い

よ
う
に
、
一
時
的
に
溜
め
る
施
設
の
こ

と
で
す
。
飲
食
店
の
厨
房
な
ど
、
油
を

使
用
す
る
店
舗
な
ど
は
、
グ
リ
ー
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
、
市
の
確
認
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
適
正
な
設
置
・
管
理
・
清
掃
が
さ
れ

な
い
と
、
店
内
の
排
水
設
備
や
下
水

管
を
詰
ま
ら
せ
、
悪
臭
が
発
生
し
た

り
、
周
辺
に
住
む
人
へ
の
迷
惑
に
な
り
、

補
償
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
十
分
な
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
適
正
に
管
理

し
、
油
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
既
に
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し

て
い
る
人
は
、
正
常
に
機
能
し
て
い
る

こ
と
を
定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
設
置
後
は
、
速
や
か
に
清
掃
業
者
と

契
約
し
、
定
期
的
な
清
掃
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。　
　
　

★
台
所
の
油
な
ど
は
使
い
き
り
を
心
が

け
、
下
水
道
に
流
さ
な
い
で

【
家
庭
で
は
】　

　
使
用
済
み
の
食
用
油
や
生
ご
み
な
ど

の
異
物
を
台
所
な
ど
か
ら
下
水
道
に
流

す
と
、
下
水
管
内
で
固
ま
っ
て
、
詰
ま

り
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
敷
地
内
の
下
水
管
に
詰
ま
り

な
ど
が
生
じ
た
場
合
は
、
自
身
の
責
任

で
費
用
を
負
担
し
、
指
定
工
事
店
に
清

掃
な
ど
を
依
頼
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
使
用
済
み
の
食
用
油
は
、
各
家
庭
で

他
の
料
理
に
使
う
な
ど
、
使
い
切
り
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
、
鍋
や
皿
に
付
い

た
少
量
の
油
は
新
聞
紙
や
古
布
な
ど
で

ふ
き
取
り
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
す

か
、
量
が
多
い
場
合
に
は
、
月
１
回
の

資
源
ご
み
の
日
に
、
地
域
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
市
が
配
布
し
た
専
用
容
器

に
資
源
ご
み
と
し
て
、
分
別
し
て
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

下
水
道
課
☎
61
・
１
６
２
７
／
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.city.
m

inam
ata.lg.jp/

※
下
水
道
課
は
、
旧
庁
舎
横
の
水
道
局

棟
２
階
（
旧
教
育
委
員
会
棟
）
へ
移
転

し
て
い
ま
す
。

●
補
助
の
内
容
は
？

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
で
、
住
宅
に
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
、

し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
の
転
換
設
置
を
推
進
す
る
た
め
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、
市

内
業
者
が
浄
化
槽
を
施
工
す
る
な
ど
条

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助
基
本
額

に
補
助
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
表
参
照

●
補
助
金
を
申
請
で
き
る
の
は
ど
ん
な
人
？

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

地
域
で
、住
宅
や
公
民
館
な
ど
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
が
対
象
で

す
。
住
宅
に
つ
い
て
は
、申
請
者
本
人

が
生
活
の
本
拠
と
し
て
居
住
す
る
場
合

に
限
り
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
の
期
限
日
は
？

　
※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。（
残
り
30
基
程
度
）

㉄ 

（
補
助
金
に
関
し
て
）
下
水
道
課
☎

61
・
１
６
２
７

●
浄
化
槽
の
設
置
後
は
？

　
下
表
の
よ
う
な
維
持
管
理
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
維
持
管
理
は
、
設

置
者
が
専
門
業
者
と
契
約
し
て
行
い
ま

す
。
怠
れ
ば
排
水
を
浄
化
で
き
ず
、
か

え
っ
て
公
共
水
域
を
汚
染
し
て
し
ま
い

ま
す
。
維
持
管
理
に
は
費
用
が
発
生
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
専
門
業
者
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

㉄ 

（
維
持
管
理
に
関
し
て
）
環
境
課
☎

61
・
１
６
１
３

◆合併処理浄化槽設置補助金額

浄化槽
の種類

補助基本額
（Ａ）

加算額 単独浄化槽転換加算額（上限）

対象者区分
（Ｂ）

業者区分
（Ｃ）

撤去
（Ｄ）

宅内配管
（Ｅ）

５人槽 332,000円 100,000円 100,000円

90,000円 300,000円７人槽 414,000円 150,000円 150,000円

10人槽 548,000円 200,000円 200,000円

※住宅の延べ床面積が130㎡未満の場合は 5 人槽、130㎡以上は 7 人槽、二世
　帯住宅は10人槽を設置します。要件を満たせば、130㎡以上でも 5 人槽が設
　置可能です。
※「補助金額」＝（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）＋（Ｅ）
　設置に要した費用が補助金額未満の場合は、その額が補助金額となります。
※新築の場合や、この補助金を受けて設置した浄化槽（原則、設置後12年を経　
　たもの）の撤去などに伴い新たに設置する場合は、補助基本額のみとなります。
　加算額はありません。

◆対象者区分（B）（合併処理浄化槽利用予定世帯が、次のいずれかに
該当する場合）

① 65 歳以上の人が含まれている世帯
②要介護認定を受けた人が含まれている世帯
③「身体障害者手帳」などを持つ人が含まれている世帯
④児童扶養手当などの受給者が含まれている世帯
⑤生活保護を受給している世帯
⑥市民税が非課税である世帯
⑦地区環境協定に参加している世帯
⑧水俣市環境ＩＳＯ「環境家計簿 みなまたエコダイアリー」に登録している世帯

◆業者区分（C）（施工業者が次のいずれかに該当する場合）

  ①水俣市内に事業所があり、県知事へ登録・届け出をしている場合
  ②水俣市外に事業所があり、県知事へ登録・届け出をしていて、水俣市
　民を雇用している場合
  ③水俣市民である浄化槽設備士が施工または監督を行う場合

◆単独処理浄化槽の撤去費加算（D・E）

合併処理浄化槽への転換、設置にあたり、既設の単独処理浄槽を撤去する
とき（D）、浄化槽への流入菅や枡の設置、放流などの宅内管工事を行うと
き（E）

維持管理の
種類 概要 実施回数

保守点検
（法第10条）

浄化槽の稼働状況を
調べ、機器の点検・
調整・消毒薬の補充
などを行う。

20 人槽以下で
はおおむね４カ
月に１回以上

清掃
（法第10条）

浄化槽内で発生した
汚泥などの引き抜き
を行う。

１年に１回以上

法
定
検
査

７条
検査

設置後初回に行う検
査。
設置工事が適正に行
われ、浄化槽が正常
に働いているかを検
査する。

新規設置後
４〜８カ月の間
に１回

11条
検査

保守点検や清掃が適
正に行われ、浄化槽
が正常に機能してい
るかを検査する。

１年に１回

◆浄化槽法で定められた浄化槽の維持管理

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補

助
金
が
あ
り
ま
す

    

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

  
10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」で
す

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
下
水
道
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市からのお知らせ
★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のＱＲコードを使ってアクセスできます

　
こ
の
制
度
は
、公
共
施
設
や
店
舗
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
設
置
さ
れ
て

い
る「
障
が
い
者
等
用
駐
車
場
」を
適
正

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、障
が
い
が

あ
る
人
や
要
介
護
状
態
の
人
、妊
産
婦

な
ど
移
動
に
配
慮
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
人
に
県
内
共
通
の「
利
用
証（
ハ
ー
ト

フ
ル
パ
ス
）」を
交
付
す
る
こ
と
で
、本
当

に
必
要
な
人
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
を
図
る
制
度
で
す
。不
適
正
な

利
用
を
な
く
し
、誰
も
が
い
き
い
き
と

　

暮
ら
せ
る「
や
さ
し
い
ま
ち
」を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

■
利
用
で
き
る
駐
車
場　
同
制
度
に
賛

同
す
る
施
設
の
障
が
い
者
用
駐
車
場
で

利
用
で
き
ま
す

※
県
内
の
ど
の
施
設
に
障
が
い
者
等
用

駐
車
場
が
あ
る
の
か
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

※「
障
が
い
者
等
用
駐
車
場
」の
う
ち
、

横
幅
が
３・５ｍ
以
上
あ
る
広
め
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
、歩
行
が
困
難
で
、車
の
乗

り
降
り
の
た
め
に
、ド
ア
を
全
開
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
た
め
の
ス
ペ

ー
ス
で
す
。

■
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、

移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人

◯
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

◯
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
て
、障
が
い
程

　
度
欄
が「
Ａ
」の
人

◯
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

　
て
い
て
、等
級
が「
１
級
」の
人

◯
指
定
難
病
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て

　
い
る
人

◯
妊
産
婦
で
妊
娠
７
カ
月
か
ら
産
後
３

　
カ
月
の
人

◯
け
が
な
ど
医
師
の
診
断
に
よ
り
、移

　
動
に
配
慮
が
必
要
な
人

※
対
象
者
ご
と
に
必
要
な
書
類
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
持
参
し
、

水
俣
保
健
所
も
し
く
は
県
健
康
福
祉

政
策
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、代
理
人
の
身

分
証
明
証
が
必
要
で
す
。

※
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す
。郵
送
で

申
請
を
行
う
場
合
、必
要
書
類
と
返
信
用

（
１
４
０
円
）切
手
を
同
封
し
、県
健
康

福
祉
政
策
課
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

〒
８
６
２
ー
８
５
７
０
、
熊
本
市
中
央

区
水
前
寺
６
ー
18
ー
１
、
県
健
康
福
祉

政
策
課
☎︎
０
９
６・３
３
３・２
２
０
２

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://pref.

kum
am

oto.jp/kiji_3166.htm
l

「
熊
本
県
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
制

度
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

福
祉

障がい者等用駐車場

利用証は、車の前部の外側から識別できる
位置に掲示してください。後部にも可能な
限り掲示してください。

１_ 各施設の障がい者等用駐車場には、案内表示が掲示していま
す（市役所仮庁舎前駐車場）　２_ 障がい者等用駐車場に駐車す
る時は、利用証を掲示して駐車してください。　

１

２
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ク
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
勝
ち
ま
し
た
。
最

後
の
レ
ー
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
放

送
さ
れ
、
目
覚
ま
し
い
戦
い
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
勝
利
に
み
ん
な
喜
び
、
当

時
の
首
相
は
そ
の
日
を
祝
日
と
す
る
べ

き
だ
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
最
も
興
味
深
い
こ
と

は
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
が
再
び
優
勝
し

た
こ
と
で
す
。
１
９
８
３
年
に
負
け
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ

プ
テ
ン
の
デ
ニ
ス
・
コ
ナ
ー
さ
ん
は

あ
ま
り
の
悔
し
さ
で
朝
起
き
た
く
な

く
、
外
出
し
た
く
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
コ
ナ
ー
さ
ん
は
諦
め

ず
、
１
９
８
７
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
パ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ス

カ
ッ
プ
に
挑
戦
。
そ
の
結
果
、
優
勝
し

カ
ッ
プ
を
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
コ
ナ
ー
さ
ん
は
、「
ア

メ
リ
カ
ス
カ
ッ
プ
を
失
っ
た
こ
と
で
自

分
が
成
長
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
メ
リ
カ
ス

カ
ッ
プ
を
１
回
優
勝
し
た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
は
３
回
も
ア
メ
リ
カ
ス
カ
ッ
プ
を

優
勝
し
、現
在
も
持
っ
て
い
ま
す
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
も
デ
ニ
ス
・
コ
ナ
ー
さ
ん

の
諦
め
な
い
精
神
を
参
考
に
し
て
、
ラ

グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
、
ア

メ
リ
カ
ス
カ
ッ
プ
で
も
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

今
月
、
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ス

ポ
ー
ツ
で
は
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
強
い
で

す
。
２
０
１
５
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦
で
は
、「
ワ
ラ
ビ
ー

ズ
」（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
）と「
オ
ー

ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
」（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
代
表
）
が
戦
い
ま
し
た
。

　

ワ
ラ
ビ
ー
ズ
は
過
去
に
ラ
グ
ビ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一

番
誇
り
に
思
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
で

き
ご
と
の
一
つ
は
、
実
は
セ
ー
リ
ン
グ

の
分
野
に
あ
り
ま
す
。
36
年
前
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ス
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
が
「
Ａ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
ｉ
ａ

２
」
と
い
う
画
期
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

ヨ
ッ
ト
に
乗
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の
セ
ー

リ
ン
グ
レ
ー
ス
に
挑
み
、
１
３
２
年
間

の
最
長
連
勝
記
録
を
持
つ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

お隣さんのイベント情報♪

新たなアクティビティとして、御立岬公園の
ゴーカート場に「レーシングカート」を導入し
ました。従来のゴーカート
よりも早く走ることができ、
今までになかったスピード
感を楽しむことができます。

■料金　１周券５００円（お得な周回券あり）
■営業時間　９時〜 16 時 30 分（毎月第２・
第４水曜日は休園です）
㉄ 御立岬公園管理棟☎８７ー０７３７

水俣インターチェンジが供用開始され、これまで以上にグッと近くなったお隣さんの、芦北町・津奈木町。
このコーナーでは、それぞれの町のミミヨリな情報をお知らせします。

プロジェクトの過程や過去の作品を展示します。
■期間　９月 14 日㈯〜 11 月 24 日㈰
■場所　つなぎ美術館３階展示室
★トークイベント　柳幸典×西野達
2016 年から、津奈木町でアートプロジェクト
を行った現代アーティスト・西野達さんと柳幸
典さんのトークイベントを開催します。
■日時　9 月 14 日㈯　14 時 ~15 時
■場所　つなぎ文化センター
■定員　先着 100 人（申込不要）
㉄ つなぎ美術館☎６１ー２２２２

芦 北 町 津 奈 木 町

Go！ 豪
ゴ ー

！
グレッグ

水俣市の CIR のグレ
ッグが、出身国・オ
ーストラリアの魅力
や文化を、さまざま
な視点で紹介します。

Vol.25

みんな遊びにおいでよ♪

御立岬公園にレーシングカート登場！ 柳幸典つなぎプロジェクト プロローグ

♥
看
護
協
会
は
、
市
民
の
皆
様
の
健
康

増
進
を
支
援
し
て
い
ま
す
！

　
看
護
協
会
は
看
護
師
、
助
産
師
、
保

健
師
で
構
成
さ
れ
る
全
国
的
な
公
益
社

団
法
人
で
す
。

　

熊
本
県
看
護
協
会
水
俣
芦
北
支
部　

（
会
員
数
６
０
０
人
）
で
は
、「
住
み
慣

れ
た
水
俣
・
芦
北
地
域
で
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
を
支
え
る
看
護
」、「
安
全

で
良
質
な
医
療
の
提
供
」
を
目
指
し
て
、

会
員
に
向
け
て
の
研
修
会
の
開
催
や
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
寄
与

で
き
る
よ
う
活
動
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

♥
「
ま
ち
の
保
健
室
」を
知
っ
て
い
ま

す
か
？

　
毎
月
第
３
土
曜
日
に
エ
ム
ズ
シ
テ
ィ

ー
の
１
階
で
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
で
重
視
さ

れ
て
い
る
、
過
体
重
や
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
に
体
脂
肪
・
血
管
年
齢
測

定
や
血
圧
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
吐
く
息
に
含
ま
れ
る
一
酸
化

炭
素
の
量
を
測
る
「
ス
モ
ー
カ
ー
ラ
イ

ザ
ー
」
に
よ
る
禁
煙
啓
発
を
行
い
健
康

相
談
や
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
健
康
づ
く
り
マ
イ
レ
ー

ジ
モ
デ
ル
事
業
（
広
報
み
な
ま
た
７
月

■問い合わせ　いきいき健康課☎６2 ー３０２８

みなまた  　　づくり応援団

♥
「
健
康
ま
つ
り
」
で
も
各
種
測
定
や

健
康
相
談
が
で
き
ま
す
！

　
毎
年
11
月
に
も
や
い
館
で
開
催
さ
れ

る
健
康
ま
つ
り
で
は
、
血
圧
測
定
や
血

管
年
齢
測
定
の
他
、
糖
尿
病
療
養
指
導

士
に
よ
る
血
糖
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

♥
地
域
住
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

　
看
護
協
会
水
俣
芦
北
支
部
は
、「
ま

ち
の
保
健
室
」
や
「
健
康
ま
つ
り
」
等

を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
相
談
し
て
頂
き
、

皆
様
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

号
に
掲
載
）
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

健
康
づ
く
り
応
援
店
で
食
事
を
し
て
、

マ
イ
ル
シ
ー
ル
を
集
め
て
、
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

Vol.４

水俣市は、平成３１年３月に「水俣市健康づくり条例」を制定しました。市民の皆さんの健康づくりを応援
するため、市の取り組みや市内の企業や法人などで健康づくりに取り組んでいる団体を紹介していきます。
４回目は、「（公社）熊本県看護協会水俣芦北支部」について紹介します。

（公社）熊本県看護師協会水俣芦北支部

みんないきいき健康に

健 康
「くまもとスマートラ
イフプロジェクト」の
ロゴマーク

◆健康づくりマイレージモデル事業とは
　勤労世代の人を対象に、地域や職場で
実施する健康づくりの取り組みに参加し、
健康づくりに関心を高める目的で実施す
る事業です。マイルシールを集めて、応
募すると地元の特産品や飲食店の食事券
などと交換することができます。この機
会に楽しく健康づくりを始めませんか？
■参加方法
①健康診断を受診
②「健康づくりマイレージモデル事業」 対 
　象の運動教室などに参加してマイルを
　ためる
③５００マイル以上ためて「健康マイレージ
応募はがき」で水俣保健所へ応募
※応募はがきは、市保健センター、水俣保
健所、市立総合体育館などに設置してい
ます。
※応募には条件があります。詳しくは、応
募はがきを確認してください。

エムズシティ１階実施しているまちの保健室。
市民へ血管年齢測定などを行います。
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水
俣
病
が
発
生
し
た
新
潟
と
水
俣
、

二
つ
の
地
域
を
つ
な
ぐ「
お
地
蔵
さ
ん
」

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
新

潟
水
俣
病
が
発
生
し
た
阿
賀
野
川
の
石

で
作
ら
れ
た「
水
俣
地
蔵
」は
水
俣
の

百
閒
排
水
口
前
に
、水
俣
川
の
石
で
作

ら
れ
た「
阿
賀
地
蔵
」は
阿
賀
野
川
の

ほ
と
り
の
千
唐
仁
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
企
画
展
で
は
、
お
地
蔵
さ
ん
を
建

立
し
た
川
本
輝
夫
さ
ん
と
旗
野
秀
人
さ

ん
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
意
味
を
解
き

明
か
し
て
い
き
ま
す
。
お
地
蔵
さ
ん
に

込
め
ら
れ
た
想
い
や
願
い
に
触
れ
、
地

域
社
会
の
再
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　
９
月
21
日
㈯
～
12
月
15

日
㈰　
９
時
～
17
時
（
月
曜
休
館
、
入

館
は
16
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　
水
俣
病
資
料
館
企
画
展
示
室

㉄ 

水
俣
病
資
料
館
☎
62
・
２
６
２
１

　

体
力
測
定
で
自
分
の
体
力
を
知
り
、

無
理
の
な
い
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
10
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮　
18

時
30
分
〜
（
１
時
間
30
分
程
度
）

■
場
所　
市
立
総
合
体
育
館
３
階
小
ア

リ
ー
ナ

■
対
象
年
齢　
40
〜
64
歳

※
対
象
年
齢
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
内
容　
握
力
、上
体
起
こ
し
、
長
座

体
前
屈
、反
復
横
と
び
、20
ｍ
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
、立
ち
幅
と
び

■
服
装　
運
動
が
で
き
る
服
装
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ

　
耐
震
に
関
す
る
事
や
家
の
困
り
ご
と

の
改
善
策
な
ど
、建
築
士
会
水
俣
芦
北

支
部
青
年
部
が
、無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
暑
さ
や
湿
度
対
策
、住
み
や
す
く
す

る
た
め
の
工
夫
か
ら
大
規
模
な
改
修
ま

で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
９
月
14
日
㈯　
10
時
～
12
時

■
場
所　
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

㉄ 

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
☎
84・９
０
０
６

（
開
館
時
間　

10
時
～
16
時
、月
曜
日

休
館
）

　
　

　
母
乳
、ミ
ル
ク
、離
乳
食
に
は
じ
ま
り
、

少
食
、偏
食
、ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
、子
育

て
の
悩
み
の
ひ
と
つ
が「
食
」で
す
。で
も
、

子
ど
も
の
食
事
を
変
え
る
の
は
と
っ
て

も
簡
単
！ 「
子
ど
も
の
食
生
活・今
日
か

ら
す
ぐ
で
き
る
６
つ
の
提
言
」と
題
し
て
、

食
生
活
の
土
台
を
見
直
し
、今
日
か
ら

で
き
る
６
つ
の
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　
９
月
25
日
㈬　
10
時
30
分
〜

12
時

■
場
所　
は
つ
の・あ
そ
び
の
森
こ
ど
も

園
純
青
館

■
定
員　
10
人

■
講
師　
近
藤
明
枝
さ
ん（
小
児
食
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
参
加
料　
無
料

※
終
了
後
、ラ
ン
チ
会
に
参
加
す
る
人

は
千
円
が
必
要
で
す
。

㉄ 

は
つ
の・あ
そ
び
の
森
こ
ど
も
園・濱

田
☎︎
63・６
７
２
１
／
メ
ー
ル info@

hatsuno.net

　
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未
来
へ
）
定
例
会
」

を
開
き
ま
す
。
が
ん
患
者
と
患
者
家
族

が
対
象
で
す
。
支
援
を
し
た
い
人
も
参

加
で
き
ま
す
。
交
流
会
で
は
、
お
茶
と

お
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。
気
軽
に
来
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
20
日
㈮　
14
時
〜
（
２

時
間
程
度
）

■
場
所　
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
西

館
６
階

■
内
容　
交
流
会
（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　
無
料

㉄ 

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医

療
支
援
室
☎
63
・
８
８
３
３

■
申
し
込
み
方
法　
電
話
も
し
く
は
市

立
総
合
体
育
館
の
各
窓
口
（
２
階
総
合

受
付
、
１
階
温
水
プ
ー
ル
、
２
階
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
）で
氏
名
、年
齢
、希

望
日
を
伝
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
63
・
９
３
１
１

　
成
年
後
見
制
度
や
相
続
、
遺
言
・
財

産
管
理
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な

ど
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
と
社
会
福
祉

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
面
談
で
の

相
談
の
他
、
電
話
で
も
相
談
が
で
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　
９
月
14
日
㈯　
10
時
～
16
時

■
場
所　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
（
熊

本
市
）

■
相
談
専
用
電
話
番
号　

☎
０
９
６・３
６
４・０
８
０
０

㉄ 

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局
☎

０
９
６・３
６
４・２
８
８
９

　

袋
天
満
宮
秋
祭
り
で
は
、赤
ち
ゃ
ん

の
身
体
健
全
、無
病
息
災
を
願
い
、赤

ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
を
行
い
ま
す
。
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
３
日
㈰
・
㈷　
12
時
〜

■
場
所　
袋
天
満
宮
相
撲
場

■
参
加
料　
１
７
９
８
０
円
（
化
粧
ま

わ
し
代
、
行
司
・
力
士
へ
の
謝
金
な
ど
）

■
申
込
締
切
日　
10
月
19
日
㈯

㉄ 

元
村
☎
63
・
４
７
１
２

Information

水
俣
病
資
料
館
企
画
展
「
新
潟
と
水
俣
〜

お
地
蔵
さ
ん
が
つ
な
ぎ
、伝
え
る
も
の
〜
」

みな図書 読書のまちづくり

9 月はお月見の季節です。
私たちにとって身近な天体である月。
そんな月がテーマとなっている本を集
めています。本と一緒に月をながめて
みませんか。

■図書館９月特設コーナー■

● ●●●●●最 近人気の本！

■調子いい！がずっとつづくカラダの使
い方／仲野孝明
■おうちで作るプレミアム食パン／高
橋雅子
■へぼ侍／坂上泉
■お願いおむらいす／中澤日菜子
■にちにちらんらん／ tupera tupera

「月をながめてみよう」

4 ヶ月健診の時、ブックスター
トでもらった絵本です。表紙
の顔の絵が好きで、じっと見
てペタペタ触ったり、トント
ンたたいたりして楽しんでい
ます。
本には、楽しい顔、悲しい顔、笑った顔などいろ
いろな表情の顔が出てきます。0 歳から 2 歳くら
いまでの子どもと一緒に親子でコミュニケーショ
ンをとりながら楽しめる本です。

『かお かお どんなかお』

オススメ

オススメ本
子育ての心がけ「笑顔で接する」

柳原良平・作／こぐま社

開館：火曜日〜日曜日 ９時〜 19 時（土日祝日は 17 時まで） ■問い合わせ　市立図書館☎６３ー８４０１

一
いっぽう

寳 良太　・悠希  　・陽菜さん ちゃん

in 図書館

ハマボウ

催
し

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

体
力
測
定
で
自
分
の
体
力
を
知
ろ
う

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
成

年
後
見
相
談
会

第
75
回
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未
来
へ
）

定
例
会

家
の
困
り
ご
と
を
解
決
！

「
無
料
住
宅
相
談
会
」

さん

Inform
ation

く
ら
し
の
情
報

i

サルスベリ

モ
ヤ
モ
ヤ
が
す
っ
き
り
！ 

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
お
話
会

袋
天
満
宮
秋
祭
り

「
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
」
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誰
で
も
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時・講
座
内
容　
表
の
と
お
り

※
単
発
で
の
受
講
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
、熊
本
学
園
大
学
水
俣
学
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

■
場
所　
市
公
民
館
第一研
修
室

■
申
し
込
み
方
法　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

㉄ 

熊
本
学
園
大
学
水
俣
学
現
地
研
究
セ

ン
タ
ー
☎
63・５
０
３
０
／
FAX
　

83・８
８
８

３
／
メ
ー
ル m

-genchi@
kum

agaku.
ac.jp

（
土
日・祝
日
休
館
）

■
日
時　
10
月
５
日
㈯　
13
時
30
分
～

16
時 （
13
時
受
付
開
始
）

■
場
所　
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　
「
ひ
と
の
こ
こ
ろ
が
動
く

時・情
動
の
側
面
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
療
を
考
え
る
」

■
講
師　
浦
川
将
さ
ん（
広
島
大
学
大

学
院
医
系
科
学
研
究
科
運
動
器
機
能
医

科
学
教
授
）

■
対
象
者　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

関
わ
っ
て
い
る
医
師
、理
学
療
法
士
、作

業
療
法
士 

な
ど

■
定
員　
１
０
０
人

■
参
加
料　
無
料

■
申
し
込
み
方
法　
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
、氏
名
、年
齢
、職
業
、勤
務
先
を

明
記
し
て
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
９
月
27
日
㈮

㉄ 

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
・
中
村
☎︎
63
・
３
１
１
１
／
FAX
　

61
・

１
１
４
５
／
メ
ー
ル reha@

nim
d.

go.jp

■
日
時　
10
月
16
日
㈬　
10
時
〜
12
時

30
分

■
場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容

◯
講
演　
「
小
児
の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
」

◯
実
技　
小
児
の
経
鼻
経
管
栄
養・胃

　
ろ
う
チ
ュ
ー
ブ
の
取
り
扱
い
方
法
、小

　
児
の
吸
引・気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
取
り

　
扱
い
方
法 

な
ど

■
対
象
者　
看
護
師

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
10
人

■
申
し
込
み
方
法　
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、専
用

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
10
月
７
日
㈪

㉄ 

熊
本
大
学
病
院
小
児
在
宅
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６・３
７
３・５
６
５
３

くらしの情報Information

 

★
み
な
ま
た
わ
ん
に
ゃ
ん
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

水
俣
の
犬
猫
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

熊
本
県
を
は
じ
め
、水

俣
の
犬
や
猫
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、

皆
さ
ん
が
犬
や
猫
に
つ
い
て
普
段
思
っ

て
い
る
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
５
日
㈯　
13
時
30
分
～

■
参
加
料　
無
料

■
持
参
品　
筆
記
用
具

★
植
物
工
場
見
学

　

水
と
光
だ
け
で
作
る
植
物
の
工
場

（
や
さ
い
工
房
ぷ
ら
る
ー
と
）を
見
学

を
し
ま
す
。ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
お
な

じ
み
の
フ
リ
ル
レ
タ
ス
な
ど
の
葉
物
の

栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
日
時　
９
月
14
日
㈯　
14
時
30
分
～

■
参
加
料　
無
料

■
持
参
品　
筆
記
用
具

★
笑
顔
教
室

　
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
重
太
み
ゆ

き
さ
ん
伝
授
の
ス
マ
イ
ル
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

講
師
に
安
保
津
子
さ
ん
を
迎
え
て
、笑

顔
を
通
し
て
健
康
に
な
る
方
法
を
学
び

ま
す
。

■
日
時　
９
月
11
日
㈬　
13
時
30
分
～

■
参
加
料　
２
０
０
円

■
持
参
品　
筆
記
用
具
、卓
状
タ
イ
プ

の
鏡

★
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室

　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
植
物
標
本
の
こ

と
で
す
。特
殊
な
オ
イ
ル
で
満
た
さ
れ

た
小
瓶
の
中
に
、自
分
の
好
き
な
花
を

選
ん
で
入
れ
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
９
月
20
日
㈮　
13
時
30
分
～

■
参
加
料　
５
０
０
円

★
１
０
０
歳
ま
で
歩
こ
う
！ 

「
ク
ノ
ン

ボ
ー
ル
健
康
教
室
」

　
ク
ノ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ヨ
ガ
＆
ク

ノ
ン
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。体
の

不
調
を
治
し
、快
適
な
毎
日
を
送
り
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　
９
月
27
日
㈮　
13
時
30
分
～

■
参
加
料　
３
０
０
円

■
持
参
品　
タ
オ
ル・水
分
補
給
用
の

飲
み
物

★
編
み
物
教
室
秋
の
展
示
会

　
編
み
物
教
室
も
３
年
目
を
迎
え
、初

め
て
の
展
示
会
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で

に
参
加
し
た
人
全
員
が
対
象
で
す
。ぜ

ひ
、自
分
の
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　
９
月
18
日
㈬
～
24
日
㈫

■
作
品
持
参
日　
９
月
17
日
㈫　
13
時

～
16
時

★
共
通
事
項

■
定
員　
各
15
名
程
度

■
場
所　
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

㉄ 

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９ 

９
０
９

　
家
族
の
身
体
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。全
身
の
美
骨
ケ
ア
と
韓
国
式
の
養

生
ケ
ア
を
学
び
ま
す
。子
ど
も
と一緒
に

参
加
で
き
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
９
月
12
日
㈭　
10
時
〜
12
時

■
場
所　
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

㉄ 

市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎︎
63・８
４
１
１

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

９
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
有
料
広
告
】

日時 講師 タイトル

9 月 24 日㈫

18:30〜
20:30

富田正德さん（熊本県ひきこも
り地域支援センター所長）

「ひきこもり」が問いかけるもの
西田稔さん（熊本県ひきこもり
地域支援センター参事）

10 月 1 日㈫ 加藤隆弘さん（九州大学大学
院医学研究院講師）

国際調査で見えてきた「ひきこもり」の課
題〜なぜひきこもりは日本に多いのか？〜

10 月 8 日㈫ 城野匡さん（熊本学園大学社
会福祉学部教授）

児童・思春期外来を通して考える『ひきこ
もり』

10 月 15 日㈫ 秋山真輝さん（水俣市社会福
祉協議会主任相談支援員）

水俣市社会福祉協議会におけるひきこもり
支援

▼日程・タイトルなど 「
ひ
き
こ
も
り
」を
知
る
・
考
え

る
公
開
講
座

国
水
研
「
第
11
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
技
術
講
習
会
」

【
有
料
広
告
】

看
護
師
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修in

津
奈
木

〜
小
児
の
医
療
的
ケ
ア
・
初
中
級
編
〜

市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
「
温
活
美
骨

ホ
ー
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
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★
太
極
舞
＆
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

　
太
極
拳
の
動
き
と
呼
吸
法
、中
国
の

伝
統
武
術
や
民
族
舞
踊
の
要
素
を
取
り

入
れ
、中
国
的
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
行

う
有
酸
素
運
動
で
す
。後
半
で
は
、体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　
９
月
26
日
㈭
～
令
和
２
年
３

月
５
日
㈭（
毎
週
木
曜
日
、合
計
20
回
）

10
時
20
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
旧
水
俣
第
三
中
学
校
体
育
館

■
定
員　
20
人

■
参
加
料　
７
５
０
０
円（
20
回
分
）

■
持
参
品　
タ
オ
ル
、飲
み
物

★
初
級
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
、身
体
の
柔
軟
性
、バ

ラ
ン
ス
、筋
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て

考
案
さ
れ
た
動
作
法
で
す
。脊
柱
と
骨

盤
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
、胸
式
呼
吸

と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
行
う
こ
と
で
理

想
的
な
姿
勢
と
動
作
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　

◯
昼
の
部　
10
月
９
日
㈬
～
12
月
11
日

　
㈬（
毎
週
水
曜
日
、合
計
10
回
）

　
13
時
30
分
～
14
時
40
分

◯
夜
の
部　
10
月
１
日
㈫
～
12
月
17
日

　
㈫（
毎
週
火
曜
日
、合
計
10
回
）

　
19
時
30
分
～
20
時
40
分

■
場
所　
旧
水
俣
第
三
中
学
校
体
育
館

■
定
員　
15
人

■
参
加
料　
３
７
５
０
円（
10
回
分
）

■
持
参
品　
タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ

ッ
ト（
貸
し
出
し
あ
り
）

★
水
中
運
動
教
室「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　
水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用
し
て

行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル
の
向
上
・

肥
満
解
消
を
目
的
に
し
た
水
中
運
動
で
す
。

■
日
時　
９
月
10
日
㈫　
13
時
～
14
時

■
場
所　
総
合
体
育
館
温
水
プ
ー
ル

■
定
員　
20
人

■
参
加
料　
１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
、
回
数
券
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
２
０
０
円
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
持
参
品　
水
着
、キ
ャッ
プ
、タ
オ
ル

㉄ 

市
立
総
合
体
育
館
☎
63・３
３
３
９

　
日
本
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
会
員

で
あ
る
富
岡
・
高
橋
組
（
Ａ
級
選
手
）

を
迎
え
て
、
ダ
ン
ス
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
社
交
ダ
ン
ス
の
種
目
で

あ
る
パ
ソ
ド
ブ
レ
や
ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク

ス
ト
ロ
ッ
ト
の
ダ
ン
ス
も
披
露
し
ま
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
見
学
の
み
も

可
能
で
す
。

■
日
時　
９
月
14
日
㈯　
13
時
30
分
〜

16
時

■
場
所　
市
公
民
館

■
参
加
料　
無
料

㉄ 

水
俣
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟・山

内
☎︎
０
９
０・１
４
４
９・７
２
１
３

■
日
時　
９
月
16
日
㈪　
10
時
〜
15
時

■
場
所　
旧
水
俣
高
校
体
育
館

■
内
容

◯
前
半　
水
俣
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ

　
ブ
の
演
舞
、森
勝
弘
さ
ん（
水
俣
高
校

　
新
体
操
部
元
監
督
）の
講
演
会

◯
後
半　
本
田
恵
津
子
さ
ん（
水
俣
市

　
健
康
運
動
指
導
員
）の
健
康
体
操

■
服
装　
運
動
が
で
き
る
服
装
、体
育

館
シ
ュ
ー
ズ

※
弁
当
、飲
み
物
は
用
意
し
ま
す
。

㉄ 

水
俣
市
地
域
婦
人
会
・
前
田
☎︎
62
・

４
３
４
３

　
受
講
希
望
者
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■
日
時　
11
月
13
日
㈬
、
14
日
㈭

■
場
所　
㈱
水
俣
木
材
市
場

■
内
容

◯
学
科　

伐
木
作
業
に
関
す
る
知
識
、

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
関
す
る
知
識
、
振
動

　
障
害
お
よ
び
そ
の
予
防
に
関
す
る
知

　
識
、
関
係
法
令　

◯
実
技　
伐
木
の
方
法
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

　
ー
の
操
作
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
点
検

　
お
よ
び
整
備

※
２
日
目
は
、作
業
服
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

お
よ
び
点
検
用
具
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
呼
子

（
笛
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
な
ど
が
持
参
で
き
な
い
人
は
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
求
職
者
優
先
。

※一事
業
所
３
人
ま
で
。

■
申
込
締
切
日　
10
月
25
日
㈮

■
申
込
み
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
タ
テ
３
㎝
×
横
２・５
㎝
の
顔

写
真
１
枚
を
添
付
し
、
水
俣
芦
北
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
林
材
業
労

災
防
止
協
会
熊
本
県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
当

協
議
会
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

㉄ 

〒
８
６
９
ー
５
４
６
１
、
葦
北
郡

芦
北
町
芦
北
２
６
７
０
、
水
俣
・
芦
北

地
域
雇
用
創
造
協
議
会
事
務
局
☎
82
・

５
５
７
２

　
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
な
ど
の
理
由

で
仕
事
か
ら
離
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ

ろ
そ
ろ
再
就
職
と
考
え
て
い
る
方
の
中

に
は
「
長
い
間
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い

な
い
か
ら
上
手
く
使
え
る
か
心
配
」
な

ど
の
理
由
で
再
就
職
の
壁
を
感
じ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
人
の
た
め
に
「
再
就
職
応
援
パ

ソ
コ
ン
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
11
日
㈪
～
26
日
㈫　
10

時
～
16
時

■
場
所　
市
公
民
館

■
受
講
料　
無
料

■
講
師　
㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

■
内
容　
Ｗｏｒ
ｄ
、
Ｅｘｃｅ
ｌ
、
Ｐｏ

ｗｅｒ
Ｐｏ
ｉｎ
ｔ
の
基
礎

■
対
象
者　
水
俣
・
芦
北
地
域
に
住
ん

で
い
る
人
で
Ｗｏｒ
ｄ
、
Ｅｘｃｅ
ｌ
を
使

っ
た
こ
と
が
あ
る
人

■
定
員　
20
人

■
申
し
込
み
方
法　
水
俣
・
芦
北
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
10
月
31
日
㈭

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
受

講
者
を
決
定
し
ま
す
。（
受
講
の
可
否

は
応
募
締
切
日
以
降
に
電
話
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

㉄ 

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
事
務
局
☎
82
・
５
５
７
２

　
初
心
者
向
け
の
基
礎
的
な
知
識
を
習

得
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮

■
場
所　
も
や
い
館
２
階
会
議
室

■
対
象
者　
60
歳
以
上
の
健
康
な
人

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
10
人

㉄ 

（
公
社
）水
俣・津
奈
木
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎︎
62・１
１
２
２

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

70120-50-9431①各種お手続きに関する窓口

70120-80-9431②共済金のご請求に関する窓口
お問い合わせは 共済コールセンター

共済ニュース

Ｋ-74354-1908

受付時間 9:00～18:00（月～土）※祝日含

※CO･OP共済の詳しい保障内容は、加入申込書付パンフレットをご覧ください。
※CO･OP共済に加入するには、生協くまもとの組合員になることが必要です。加入時に出資金として1000円をお預かり致します。
契約引受団体／日本コープ共済生活協同組合連合会

※ご加入には一定の条件があります。お申し込みの際には、健康状態についての
　質問に回答いただくことが必要です。詳しくはお問い合わせください。

■過去５年以内に、「高血圧」、「脂肪肝」、「脂質異常症・高脂血症」により入院したことがないこと
■高血圧の場合、過去５年以内に腎臓や心臓の病気により、診察等を受けたことがないこと　等
※申込日以前にかかっていた病気を原因として申込日から１年以内に開始する入院、手術、死亡、重度障害、先進医療の共済金は削減してお支払いします。 

63-4551

60
歳
以
上
の
人
対
象

「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会
」

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
業
務
特
別
教
育

講
習
」
受
講
者
募
集

再
就
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

市
立
総
合
体
育
館「
健
康
運
動
教
室
」

水
俣
地
域
婦
人
会
「
み
ん
な
で
楽

し
く
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
会
」

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
集
い

市立総合体育館
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市
民
文
化
祭
の一環
と
し
て
開
催
す
る

「
水
俣
市
合
唱
祭
」
の
出
演
グ
ル
ー
プ

（
家
族
、
友
人
、
ク
ラ
ス
な
ど
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
合
唱
を
愛
す
る
皆
さ

ん
、
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
多
く
の

申
し
込
み
を
待
っ
て
い
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
に
併
せ
て
、
発
表
予

定
曲
を
確
認
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
９
日
㈯　
13
時
30
分
〜

16
時
（
予
定
）

■
場
所　
市
文
化
会
館

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

㉄ 

水
俣
市
合
唱
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
・
道
上（
合
唱
団
み
な
ま
た
）
☎
63
・

６
９
４
４

■
試
験
日　
11
月
３
日
㈰

■
試
験
の
種
類　
甲
種
、乙
種
第
１
類

〜
第
６
類
、丙
種

■
試
験
会
場　
熊
本
市
、八
代
市
、天
草

市
、玉
名
市

■
願
書
受
付
期
間　

◯
書
面
申
請　
９
月
５
日
㈭
〜
12
日
㈭

◯
電
子
申
請　
９
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪

■
願
書
設
置
場
所　
（一財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
支
部
、水
俣
芦
北

広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部 

な
ど

㉄ 

（一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
☎︎

０
９
６・３
６
４・５
０
０
５

　

10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。司
法
書

士
、土
地
家
屋
調
査
士
、行
政
書
士
が
皆

さ
ん
の
財
産
や
権
利
を
守
り
ま
す
。専

門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。予
約
は
不

要
で
す
。

■
日
時　
10
月
１
日
㈫　
10
時
〜
15
時

（
12
時
〜
13
時
除
く
）

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
音
楽
室

■
相
談
内
容

◯
司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る
事

　
項（
相
続
、売
買
、贈
与
、担
保
権
な
ど

　
に
関
す
る
登
記
、会
社・そ
の
他
の
法

　
人
に
関
す
る
登
記 

な
ど
）

◯
土
地
家
屋
調
査
士
の
業
務
全
般
に
関

　
す
る
事
項（
土
地
の
測
量・分
筆・合

　
筆・地
目
変
更・境
界
復
元
、建
物
の
新

　
築・増
築
な
ど
に
関
す
る
登
記 

な
ど
）

◯
行
政
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る
事

　
項（
農
地
法
、建
設
業
法
、権
利
義
務
、

　
事
実
証
明
、官
公
庁
書
類
全
般
な
ど
）

㉄ 

県
司
法
書
士
会
八
代
支
部・平
松
☎

84・９
２
０
０

　
相
続・遺
言
、不
動
産
登
記
、戸
籍
、人

権
に
関
す
る
事
項
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
法
務
局
職
員
、公
証
人
、司
法
書
士

な
ど
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、相

談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。相

談
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
電
話
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
法
務
局
休
日
相
談
に
併
せ
て
、13
時

か
ら
相
続
に
関
す
る
無
料
講
座
を
開
催

し
ま
す
。予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
10
月
６
日
㈰　
10
時
〜
15
時

■
場
所　
熊
本
地
方
法
務
局
４
階
会
議

室（
熊
本
市
）

㉄ 

熊
本
地
方
法
務
局
☎
０
９
６・３
６
４・

２
１
４
６

★「
運
動
会
必
勝
塾
」

　
小
学
生
必
見
！ 

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
速
く
走
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

や
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

■
日
時　
９
月
７
日
㈯　
10
時
～
11
時

30
分

※
雨
天
時
は
９
月
８
日
㈰
に
延
期

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上
競
技
場

■
対
象
者　
保
育
園・幼
稚
園
の
年
長

〜
小
学
生
６
年
生

■
参
加
料　
５
０
０
円

■
服
装　
運
動
し
や
す
い
服
、運
動
靴

■
持
参
品　
飲
み
物
、タ
オ
ル

■
定
員　
先
着
20
人

■
申
込
締
切
日　
９
月
６
日
㈮
17
時

■
申
し
込
み
方
法　

氏
名
、学
年
、性

別
、連
絡
先
を
直
接
窓
口
に
申
し
込
む

か
、電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

★「
は
ら
っ
ぱ
運
動
教
室
」

　
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン（
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
）

に
挑
戦
！ 

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も
で

も
楽
し
く
遊
び
感
覚
で
「
走
る
」・「
跳

ぶ
」・「
投
げ
る
」
の
基
本
動
作
を
自
然

と
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
運
動
遊

び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
日
時　
９
月
14
日
㈯　
10
時
〜
11
時

30
分

※
雨
天
時
は
９
月
15
日
㈰
に
延
期

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上
競
技
場

■
対
象
者　
小
学
生

■
定
員　
先
着
20
人

■
参
加
料　
１
人
５
０
０
円

■
服
装　
運
動
の
で
き
る
服
・
運
動
靴

■
持
参
品　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

■
申
込
締
切
日　
９
月
13
日
㈮

■
申
し
込
み
方
法　

氏
名
、学
年
、性

別
、連
絡
先
を
直
接
窓
口
に
申
し
込
む

か
、電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎

62・７
５
０
１（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）／
メ
ー
ル 

info@
m

inam
ata-kouen.com

■
大
会
期
間　
９
月
30
日
㈪
〜
10
月
25

日
㈮

■
場
所　
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
料　

○
Ａ
ク
ラ
ス　
１
チ
ー
ム
９
千
円

○
Ｂ
ク
ラ
ス　
１
チ
ー
ム
７
千
円

■
申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

㉄ 

水
俣
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会・米
澤

☎
０
９
０・８
６
６
８・３
６
６
２

　
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
古
文
書
や
江
戸

時
代・明
治
時
代
の
遺
物
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。水
俣
西
南
戦
争
史
研
究
会

が
お
引
き
取
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、同
研
究
会
の
会
員
も
募
集
し

て
い
ま
す
。興
味
が
あ
る
人
は
、気
軽
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

水
俣
泉
西
南
戦
争
史
研
究
会・渕
上

☎︎
０
９
０・９
３
６
７・２
１
７
７

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

第
43
回
水
俣
市
合
唱
祭

出
演
グ
ル
ー
プ
募
集

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

９
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

募
集

相
談

「
全
国
一
斉
！ 

法
務
局
休
日
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す 

試
験

古
文
書
や
江
戸
時
代
・
明
治
時
代
の

遺
物
な
ど
を
お
引
き
取
り
し
ま
す

秋
季
ク
ラ
ス
別
選
手
権
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

「
法
の
日
」
無
料
法
律
・
登
記
相
談

令
和
元
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱

者
試
験



4445 広報みなまた 2019 年９月号 広報みなまた 2019 年９月号
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八
代
年
金
事
務
所
に
よ
る
水
俣
会
場

の
相
談
日
な
ど
は
、
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
相
談

日
の
２
日
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
年
金
出
張
相
談
日
程（
10
月
〜
12
月
）

■
申
し
込
み
方
法　
次
の
①
〜
⑥
を
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
相
談
者
の
氏
名
、
②
基
礎
年
金
番
号

（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
納
付
書
な

ど
に
記
載
）、
③
電
話
番
号
、
④
相
談

内
容
、
⑤
希
望
日
、
⑥
希
望
会
場

※
定
員
を
超
え
た
と
き
な
ど
、
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
や
、
郵
送
で
可

能
な
手
続
き
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

八
代
年
金
事
務
所
☎
０
９
６
５・
35
・

６
１
２
３

■
日
時　
10
月
20
日
㈰　
10
時
〜
16
時

■
場
所

◯
第
１
会
場　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
パ
レ
ア（
熊
本
市
）

◯
第
２
会
場　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館

　
２
階（
熊
本
市
）

◯
第
３
会
場　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ー
ニ

　
ー
ホ
ー
ル（
八
代
市
）

■
相
談
電
話
番
号

☎︎
０
９
６・３
６
４・０
８
０
０

㉄ 

県
司
法
書
士
会・西
森
☎︎
０
９
６・３
４

２・４
６
２
０

★
電
話
無
料
相
談

■
日
時　
10
月
１
日
㈫　
10
時
～
16
時

■
場
所　
熊
本
県
行
政
書
士
会
館
（
熊

本
市
）

■
相
談
電
話
番
号

☎
０
９
６・３
８
５・７
３
０
１

★
市
民
公
開
講
座
〜
相
続
・
遺
言
講
演

会
〜

■
日
時　
10
月
５
日
㈯　
13
時
30
分
～

（
13
時
受
け
付
け
開
始
）

■
場
所　
光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー
（
菊

陽
町
）

■
内
容　

①
公
証
人
の
講
演

②
タ
レ
ン
ト
大
田
黒
浩一さ
ん
の
講
演

③
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

★
街
頭
無
料
相
談
会

■
日
時　
10
月
17
日
㈬
、
18
日
㈭　
10

時
～
16
時

■
場
所　
鶴
屋
百
貨
店
本
館
７
階
（
熊

本
市
）

㉄ 

県
行
政
書
士
会
☎
０
９
６・３
８
５
・

７
３
０
０

　
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
線
路
上
に
は
、

２
万
ボ
ル
ト
の
電
線
が
あ
り
、
高
さ
４・

５ｍ
以
上
積
載
の
車
両
や
立
て
た
釣
り

ざ
お
が
電
線
に
接
触
す
る
と
感
電
す
る

恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
電
線
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
掛

か
る
と
列
車
を
止
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
で
取
ら
ず
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

㉄ 

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
㈱
（
電
気
指

令
）
☎︎
０
１
２
０・１
３
２・４
９
１

年
金
出
張
相
談　

10
月
〜
12
月
の
日
程

　
病
原
体
を
保
有
す
る
蚊
や
ダ
ニ
に
か

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る「
蚊
媒
介

感
染
症
」や「
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
」は
、治

療
が
遅
れ
る
と
重
症
化
し
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
草
む
ら
や
藪
な
ど
蚊
や
ダ
ニ
が
多
く

生
息
す
る
場
所
に
入
る
場
合
や
屋
外
で

作
業
す
る
場
合
は
、次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
事
項

①
長
袖
や
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
。

②
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
は
く
。

③
明
る
い
色
の
服
を
着
る
。

④
虫
よ
け
を
使
用
す
る
。

⑤
帽
子
や
手
袋
を
着
用
し
、首
に
タ
オ

　
ル
を
巻
く
。

⑥
シ
ャ
ツ
の
裾
は
ズ
ボ
ン
の
中
に
、ズ
ボ

　
ン
の
裾
は
靴
下
や
長
靴
の
中
に
入
れ
る
。

⑦
屋
外
活
動
後
は
入
浴
し
、ダ
ニ
に
か

　
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

■
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
時
の
対
処
法

①
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、医
療

　
機
関（
皮
膚
科
な
ど
）で
処
置
を
し
て

　
も
ら
う
。

②
か
ま
れ
た
後
、数
週
間
は
体
調
の
変

　
化
に
注
意
し
、発
熱
な
ど
の
症
状
が

　
あ
っ
た
場
合
は
医
療
機
関（
内
科
な
ど
）

　
を
受
診
す
る
。

☆
蚊
媒
介
感
染
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/000016
4483.htm

l

☆
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/000016
4495.htm

l

㉄ 

市
い
き
い
き
健
康
課
☎︎
63・３
２
０
２

　
「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」
は
船

員
災
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
32
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局
と
熊
本
県

船
員
労
働
安
全
衛
生
協
議
会
で
は
、「
元

気
に
乗
船
、
無
事
故
で
下
船
、
笑
顔
で

帰
宅
の
ゼ
ロ
災
害
」を
令
和
元
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、船
員
災
害
防
止

の
推
進
の
た
め
、停
泊
中
の
船
舶
へ
の

安
全
衛
生
指
導
な
ど
の
各
種
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。
船
舶
所
有
者
、
船
員

の
皆
さ
ん
も
、
本
月
間
中
は
船
舶
に
緑

十
字
旗
を
掲
げ
て
、
船
内
の
安
全
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

㉄ 

九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局
☎

０
９
６
４
・
52
・
２
０
６
９

相  談  日
時間   

９:30 〜 15:30
（12:00 〜 13:00 を除く）

会　場 定 員
（先着順）

10 月
 10 日 ㈭

もやい館
３階会議室 10 人

 24 日 ㈭

11 月
14 日 ㈭

28 日 ㈭

12 月
 12 日 ㈭

 26 日 ㈭

震
災
・
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０

番
（
無
料
相
談
会
）

蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

伝
言
板

線路を渡るときは釣り竿などをたたんで渡りましょう

踏
切
内
で
の
感
電
事
故
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い

「ツマジロクサヨトウ」
に注意してください

農作物の害虫

　県内の飼料用トウモロコシほ場で農作物の害虫「ツマジロ
クサヨトウ」が初めて確認されました。
　この幼虫はトウモロコシやイネ、野菜など広範囲な作物
を食害します。本虫のまん延を防止するため、発生したほ
場では農薬による防除や早期刈取りなどの実施が必要です。
本虫の発生に注意し、本虫と疑われる虫が発見された場合
は、芦北地域振興局農業普及・振興課まで連絡してください。

■問い合わせ
芦北地域振興局農業普及・振興課☎︎８２−２０７１

①ツマジロクサヨトウのオス。オスのみ前
翅中央部に黄色い斜めの斑紋があります。　
②幼虫の頭部には「逆 Y 字」に見える網
目模様があります。③幼虫は大きくなると
体長約４cm になります。

■形態・生態など
◯成虫は開張約 37mm、幼虫は体長約 40mm
◯卵は、寄生植物に塊状に産み付けられ、メスの体毛で覆　
　われている。
◯幼虫が植物の葉、茎、花および果実を加害する。若齢　
　幼虫は、葉を裏側から集団で加害し、成長すると加害
　しながら分散する。

① ②

③

９
月
は
「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
」
で
す

①

10
月
は「
行
政
書
士
広
報
月
間
」で
す
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９
月
14
日
㈯
に
県
内
の
公
共
交
通
利

用
促
進
を
目
的
に
、
公
共
交
通
１
日
無

料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
対

象
の
路
線
は
、
県
内
全
域
の
路
線
バ
ス

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
す
。
み
な
く

る
バ
ス
も
終
日
無
料
で
乗
車
で
き
ま
す
。

南
国
バ
ス
は
対
象
外
で
す
。

㉄ 

産
交
バ
ス
㈱
水
俣
営
業
所
☎︎
63
・

２
１
８
５

　

水
俣
保
健
所
は
現
在
、
犬
の
収
容

規
定
数
を
大
幅
に
超
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
も
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。
水

俣
保
健
所
の
犬
舎
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

休
日
で
も
見
学
は
可
能
で
す
。
譲
渡
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
水
俣
保
健
所
敷
地
内
犬
舎

■
見
学
申
し
込
み
方
法　
事
前
に
水
俣

保
健
所
（
☎︎
63
・
４
１
０
４
）
へ
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

水
俣
保
健
所
保
護
犬
猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ド
ッ
グ
ケ
ア
チ
ー
ム
Ｏ
ｎ
ｅ
ｇ
ｅ
ｌ
・

淵
上
☎︎
０
９
０・２
０
９
６・５
９
３
０

　

10
月
14
日「
体
育
の
日
」に
、
市
の

体
育
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

★
市
立
総
合
体
育
館
本
館

○
ア
リ
ー
ナ　
８
時
30
分
～
21
時
30
分

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
温
水
プ
ー

　
ル　
10
時
～
21
時

★
市
立
武
道
館　
12
時
～
21
時
30
分

★
市
立
総
合
体
育
館
南
部
館
（
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
み
な
ま
た
）

○
ア
リ
ー
ナ
・
多
目
的
ホ
ー
ル

　
12
時
～
21
時
30
分

★
深
川
体
育
館
、
石
坂
川
体
育
館
、
旧

三
中
体
育
館

　
８
時
30
分
～
21
時
30
分

※
事
前
予
約
不
要
で
す
。
利
用
時
間
は

原
則
２
時
間
ま
で
。
そ
の
他
の
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
63
・
９
３
１
１

　
県
が
管
理
す
る
水
俣
港
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
処
分
場
（
梅
戸
町
）
で
、
平
成
30

年
度
に
実
施
し
た
定
期
点
検
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
点
検
日　
平
成
30
年
10
月
３
日

■
点
検
結
果

①
処
分
場
の
目
視
に
よ
る
点
検
で
は
、

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

②
処
分
場
の
水
質
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
濃
度
は
、
観
測
孔
１
で
０・
０
５
７

pg

・
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ℓ
。
観
測
孔
２
が
、０
・

12pg

・
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ℓ
で
、環
境
基
準
以

下
で
し
た
。

※
環
境
基
準
１pg

・
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ℓ

■
点
検
日　
平
成
31
年
３
月
26
日

■
点
検
結
果　
処
分
場
の
目
視
に
よ
る

点
検
で
は
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

㉄ 

芦
北
地
域
振
興
局
土
木
部
工
務
課

☎
82
・
２
５
３
２

◆
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

吉
野
五
男（
薄
原
）、大
川
生
雄（
大
川
）、

徳
冨
冨
子（
平
町
）、市
丸
亮（
佐
賀
市
）、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村

◆
児
童
養
護
施
設 

湯
出
光
明
童
園
へ

冨
田
め
ぐ
み（
横
浜
市
）、デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村
、九
州
労
働
金
庫

水
俣
店
、ア
ク
ア
テ
ッ
ク
、九
州
納
豆
組

合
、全
養
本
ク
ラ
ブ
、（
公
財
）エ
ビ
ア
グ

リ
ー
ン
財
団

◆
児
童
養
護
施
設 

光
明
童
園
へ

安
部
計
彦（
福
岡
市
）、片
山
政
美（
北

九
州
市
）、片
山
智
子（
北
九
州
市
）、デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村
、九
州

労
働
金
庫
水
俣
市
店
、モ
ナ
コ
パ
レ
ス

水
俣
店
、九
州
納
豆
組
合

◆
介
護
老
人
保
健
施
設 

白
梅
の
里
へ

宮
﨑
英
司（
中
鶴
）

◆
介
護
老
人
施
設 

白
梅
の
里
へ

園
山
ス
エ（
袋
）

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑
へ

谷
脇
弘
子（
古
城
）、築
地
由
美
子（
出
水

市
）

◆
ケ
ア
ハ
ウ
ス
リ
ブ
ラ
ン
扇
へ

馬
場
慶
子（
浜
町
）、長
濱
愛（
福
岡
市
）

◆
水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
基
金・７
月
受
付
分（
受
付
順
）

新
興
製
機
㈱
、飯
塚
電
機
工
業
㈱
水
俣

営
業
所
、㈲
大
川
林
業
、南
九
州
セ
ン
コ

ー
㈱
、㈲
開
田
建
設
、㈲
水
俣
資
材
、濱

田
板
金
工
業
、ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
Ｋ
Ｅ
ｉ

２
、宮
尾
伸
二
、河
村
電
器
産
業
㈱
水
俣

工
場
、㈱
三
宅
組
、日
成
工
業
㈱
、㈱
永

吉
組

※
引
き
続
き
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎︎
63・９
３
１
１

安
心
安
全
な
水
を
子
ど
も
た
ち
へ

水
俣
管
工
事
組
合
が
水
道
設
備
を
点
検

　

水
俣
管
工
事
組
合（
永
田
士
朗
組
合

長
）に
所
属
す
る
事
業
者
９
人
が
、市
内

の
小
中
学
校
の
水
道
設
備
の
点
検
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の一環
で
、毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、事
業
者
ら
は
市

内
の
小
中
学
校
を
順
次
訪
問
し
な
が
ら
、

不
備
が
あ
る
水
道
の
修
繕
に
当
た
り
ま

し
た
。

地
元
の
建
設
業
者
が
地
域
の
た
め
に

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除
草
作
業

　

熊
本
県
建
設
業
協
会
芦
北
支
部
に

所
属
す
る
建
設
業
者
の
社
員
ら
９
人
が
、

袋
小
学
校
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除
草
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、同
協
会
が
毎
年
行
な

っ
て
い
る
も
の
で
、芦
北
支
部
で
は
他
に
、

芦
北
町・津
奈
木
町
で
も
そ
れ
ぞ
れ
地

元
の
建
設
業
者
が
社
会
貢
献
活
動
に
取

り
組
み
、地
域
の
た
め
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

寄
附

江
えぐち

口　輝
てるこ

子

大
おおかわ

川　ヨシコ

大
おおぞの

園　清
きよこ

子

緒
おが た

方　彦
ひこゆき

幸

尾
おぐち

口　マサ子

柏
かしわぎ

木　ルイ

神
かみざき

﨑　トミ子

坂
さかぐち

口　シゲ子

渋
しぶや

谷　敬
けいこ

子

田
たなか

中　キヨ子

徳
とくとみ

冨　勲
いさお

中
なかむら

村　香
かおる

淵
ふちがみ

上　勲
いさお

本
ほん だ

田　ヒデヲ

前
まえだ

田　サチヨ

本
もとかわ

川　美
み よ こ

代子

山
やまの

野　チヅ子

97歳　丸島町

100歳　大川

79歳　古賀町

77歳　長野

101歳　平町

93歳　湯出

97歳　湯出

83歳　浦上町

89歳　浜町

82歳　越小場

86歳　平町

86歳　古城

83歳　袋

93歳　古城

90歳　大園町

82歳　丸島町

93歳　築地

●おくやみ（７月受付分・敬称略）

●うぶごえ（７月受付分）

小
こやま

山　結
ゆ の

乃

下
しもだ

田　樹
じゅな

奈

髙
たかもと

本　涼
りょうま

真

田
たなか

中　龍
りょうや

弥

成
なるいし

石　哲
てつや

也

野
のなか

中　優
ゆ な

奈

濵
はまさき

﨑　孝
よしたか

高

渕
ふちがみ

上　天
あまと

翔

松
まつだ

田　源
げんせい

政

松
まつもと

本　尊
みこと

彌
やよ い

生　安
あんり

莉

中鶴

平町

八幡町

江南町

築地

深川

古城

陳内

丸島町

牧ノ内

築地

くん

くん

くん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

ちゃん

水
俣
保
健
所
犬
舎
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？

「
体
育
の
日
」
に
汗
を
流
そ
う
♪

市
体
育
施
設
を
無
料
で
開
放
し
ま
す

水
俣
港
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
処
分
場

の
点
検
結
果

県
内
の
路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
終
日
無
料
で
乗
車
で
き
ま
す

修繕作業に当たり、永田組合長は、「子ど
もたちに管工事の仕事に少しでも関心を
持ってもらえたら」と話しました。

水俣では、袋小学校の他にも葛渡小学校
と緑東中学校で樹木のせん定や除草作業
に当たりました。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
み
な
ま
た
７
月
号
45
ペ
ー

ジ
の
寄
附
欄
で
光
明
童
園
と
湯
出

光
明
童
園
の
寄
附
者
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。正
し
く
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
光
明
童
園
へ
の
寄
附
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村
、

モ
ナ
コ
パ
レ
ス
水
俣
店
、フ
ー
ド
バ

ン
ク
熊
本

◆
湯
出
光
明
童
園
へ
の
寄
附
者

吉
川
ひ
と
み（
津
奈
木
町
）、野
崎

冨
美
子（
天
草
市
）、中
川
道
孝（
奈

良
県
）、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

長
寿
村
、㈱
環
境
総
合
技
術
セ
ン

タ
ー
、棚
田
管
理
組
合
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日 当番薬局

１

日本調剤水俣薬局
☎ 68-2193
あじさい薬局
☎ 62-1172

８ ファーコス薬局おれんじ
☎ 63-9388

15 あかね薬局
☎ 68-2356

16

日本調剤水俣薬局
☎ 68-2193
平和薬局古賀町店
☎ 62-2272

22 平和薬局センター店
☎ 62-0230

23

ファーコス薬局おれんじ
☎ 63-9388
ゆうあい薬局
☎ 84-9061

29

日本調剤天神町薬局
☎ 68-2393
みつば調剤薬局
☎ 69-3010

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

当番医
日 当番医

１ 佐藤クリニック
☎ 69-3007

８ 白梅病院
☎ 63-7575

15 尾田胃腸科・内科
☎ 63-3438

16 緒方眼科医院
☎ 63-3881

22 谷山医院
☎ 63-2557

23 まなべクリニック
☎ 84-9080

29 深水医院
☎ 63-6390

当番薬局

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
と
、月
〜
金
曜
日
の
17
時
15
分
以
降
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通

　
報
は
、☎
61
・
１
６
４
６
／
☎
63
・
１
１
１
１
ま
で

○
困
り
ご
と
・
お
悩
み
は
、市
民
相
談
室
へ 

☎
61
・
１
６
４
３
（
原
則
、
火
・
木
・
金

　
曜
日
の
９
時
〜
15
時
）

○当番医・当番薬局は変更になる
　ことがあります。受診前に、電
　話で確認してください。

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

2 3 54 6 7

8
9 10

12

11

13

14

15 16 17 1918 20

22 23 24

26

25

27

28

29 30

●１歳６カ月児健診
　【平成30年２月生】

（12:45〜 保健センター）

●６カ月児健診
　【平成31年２月生】

（12:45〜 保健センター）

●４カ月児健診
　【令和元年５月生】

（12:45〜 保健センター）

●３歳６カ月児健診
　【平成28年２月生】

（12:45〜 保健センター）

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

■法律相談
（10:30〜12:30

市民相談室）

■行政相談
（9:00〜12:00

市民相談室）

■漁師市
（9:00〜 丸島新港）

■行政相談
（9:00〜12:00

市民相談室）

■がんサロン（未来へ）
（14:00〜 医療センター）

1

長
月

９月

敬老の日

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●やさしい糖尿病教室①
（13:30〜 医療センター）

【②13日、③20日】

秋分の日

■女性と子どもの人権相談
（13:00〜16:00

市民相談室）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

◆市議会９月定例会
　【8/30〜9/20】

◆市議会９月定例会
　一般質問【〜12日】

◆水俣市市政報告会
　【9/26〜10/7】

（19:00〜 市内各所）
※詳しくは23ページ

◆教育支援相談会【〜27日】
（9:30〜16:30 市公民館）
※申し込みが必要です。
　詳しくは25ページ

■不動産公売会
（10:00〜 市役所２階）
※詳しくは 26 ページ

★大野雄二＆ルパンティック
シックスジャズライブ

　15:00〜 開演
　（市文化会館）
※詳しくは26ページ

★もやい音楽祭
（開演13:00 市文化会館）
※詳しくは33 ページ

21

●まちの保健室
（13:00〜15:00

エムズシティ１階）

■第24回火のまつり
（18:30〜20:00

エコパーク水俣親水護岸）

■市民公開講座
　「国連機関のお仕事」

（10:00 〜 
水俣環境アカデミア）

◆水俣病資料館企画展
「お地蔵さんがつなぎ、
伝えるもの」【〜12/15】

■無料住宅相談会
（10:00〜12:00

水俣エコハウス）

■ダンスパーティーの集い
（13:30〜16:00 市公民館）

■公開講座「ひきこもり」①
【全４回、〜10/15】

（18:30〜20:30 市公民館）
※詳しくは38ページ

■運動教室「ミットアクア」
（13:00〜 総合体育館）

■笑顔教室
（13:30〜 市ふれあいセンター）

■ハーバリウム教室
（13:30〜 市ふれあいセンター）

■クノンボール健康教室
（13:30〜 市ふれあいセンター）

◆編み物教室・秋の展示会
【〜24日】（市ふれあいセンター）

■温活美骨ホームメンテナンス
（10:30〜 市こどもセンター）

■こども食堂
（13:00〜15:00

 市ふれあいセンター）

■みんなで楽しく
健康寿命をのばそう会

（10:00〜15:00
旧水俣高校体育館）

■子どもの食生活・今日か
らすぐできる６つの提案

（10:30〜12:00
はつの・あそびの森こども園）

■運動会必勝塾
（10:00〜 エコパーク水俣）

■はらっぱ運動教室
（10:00〜 エコパーク水俣）

◆秋季クラス別選手権
　ソフトボール大会
　【〜10/25】

◆水俣市職員採用試験
　一次試験

◆市立総合医療センター
　職員採用試験

★ MINAMATA SUP BAY!
西日本SUP選手権大会

■シルバー人材センター
　説明会

（10:00〜16:00
もやい館２階）◆秋季職場職域対抗

　ソフトボール大会
　【〜9/27】 ◆甲種防火管理者資格

　取得講習会【６日も】
（9:00〜 消防本部）

■シーカヤック体験会
① 9:30〜11:30
② 13:00〜15:00

（エコパーク水俣
実生の森駐車場集合）

YUJI OHNO & LUPINTIC SIX

Lupintic Jazz Live

大野雄二＆ルパンティックシックス
ルパンティック・ジャズライブ
９月22日㈰
15:00 開演
水俣市文化会館

■みなまた新鮮市
（9:00〜
 観光物産館まつぼっくり周辺）

■司法書士と市の
　合同市民相談会

（13:00〜15:00 市民相談室）
※要予約☎ 61-1656

●献血
①警察署 10:00〜12:15
②白梅病院 14:00〜15:30

●市集団健診（総合）
（市保健センター）【〜４日】



第64回 恋龍祭
【市民総おどり結果】
○アイデア大賞
○チームワーク大賞
○ハッスル大賞
○芸術大賞

たすけあいワーカーズ おおきな木
水俣市地域婦人会連絡協議会
ＪＮＣ株式会社 水俣製造所
医療法人 岡部病院

【市民パレード結果】
○パレード大賞
　（同点２団体）
○チームワーク賞
○ハッスル賞
○パフォーマンス賞
○敢闘賞

すずかけ保育園
恋龍太鼓保存会
大園神輿の会
浜えびす商店会
水俣第２バスケットボールクラブ
水俣市立水俣第一中学校

フォトリポート

市
民
総
お
ど
り

市
民
パ
レ
ー
ド

水俣市地域婦人会連絡協議会

たすけあいワーカーズ おおきな木 ＪＮＣ株式会社水俣製造所

医療法人 岡部病院

海と山の出会い

水俣第２バスケットボールクラブ すずかけ保育園

大園神輿の会 浜えびす商店会

恋龍太鼓保存会

水俣第一中学校
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第
44
回 

み
な
ま
た
競
り
舟
大
会

水
俣
市
市
制
施
行
70
周
年
記
念

22区女子

津奈木海龍

水俣第一中学校２年生

　
８
月
４
日
に
、
水
俣
川
河
口
に
設

け
ら
れ
た
３
０
０
ｍ
の
特
設
コ
ー
ス

で
、
第
44
回
み
な
ま
た
競
り
舟
大
会

が
開
か
れ
、
地
域
や
職
場
の
仲
間
な

ど
に
よ
る
61
チ
ー
ム
・
９
８
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
水
俣
市
市
制
施
行
70

周
年
記
念
大
会
と
し
て
、
優
勝
賞
金

「
70
千
円
」
が
用
意
さ
れ
た
他
、
初

め
て
の
キ
ッ
ズ
レ
ー
ス
も
行
わ
れ
、

白
熱
の
レ
ー
ス
に
会
場
か
ら
は
盛
ん

に
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

○
男
子
の
部

▼
優
勝
＝
津
奈
木
海
龍
、
▼
準
優
勝

＝
Ｊ
Ｎ
Ｃ
水
俣
製
造
所
、
▼
３
位
＝

津
奈
木
海
龍
・
匠
、
▼
４
位
＝
深
川
、

▼
自
治
会
長
賞
＝
４
区
男
子

○
女
子
の
部

▼
優
勝
＝
22
区
女
子
、
▼
準
優
勝
＝

４
区
女
子
、
▼
３
位
＝
市
役
所
女
子

チ
ー
ム
、
▼
４
位
＝
水
東
女
子
、
▼

自
治
会
長
賞
＝
大
園
＆
深
水
医
院
選
抜

○
特
別
賞　
水
俣
第一中
学
校
２
年
生

表彰式

選手宣誓
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ＮＰＯ法人 環境と福祉を結ぶ会
グループ・エコ
所在地　浜松町61番33
設　立　平成６年３月
従業員数　13人
事業内容
・就労継続支援Ｂ型
・指定特定相談支援事業

　
当
施
設
は
、一般
企
業
へ
の
就
職

が
難
し
い
障
が
い
者
に
就
労
機
会

を
提
供
し
、
生
産
活
動
を
通
じ
た

知
識
と
能
力
の
向
上
に
必
要
な
訓

練
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

で
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
相
談

に
応
じ
、
自
立
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就
労
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
計
画
を
作
成
し
支
援
す
る
指

定
特
定
相
談
支
援
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
利
用
者
は
、
手
芸
や
園
芸
、
外

部
企
業
で
の
作
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
態
や
特
性
に
応
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
作
業
を
通
じ
て
、
工
賃
と

社
会
参
加
の
実
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
能
力
を
高

め
、一般
企
業
で
の
就
職
を
目
標
に
、

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
の
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。

　

近
年
で
は
、
こ
の
他
、
生
活
困

窮
者
支
援
や
ひ
き
こ
も
り
支
援
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
対

す
る
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
当
施
設
が
居
場
所
と
な
り
、

社
会
参
加
や
自
立
に
向
け
た
足
が

か
り
と
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
２
年
ほ
ど
前
か

ら
は
、
施
設
周
辺
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
で
日
常
の
ご
み
出
し
が
困

難
な
人
を
対
象
に
、
当
施
設
の
利

用
者
が
低
額
で
代
行
す
る
「
ワ
ン

コ
イ
ン
ご
み
出
し
支
援
」も
始
め
ま

し
た
。
見
守
り
な
ど
に
も
つ
な
が

り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
人
で
も
こ
の
ま
ち
で
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」

　

設
立
当
初
か
ら
こ
の
思
い
を
強

く
持
っ
て
い
て
、
障
が
い
者
に
限
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た

人
を
幅
広
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
が
相
談
で
き
る

場
所
が
多
く
必
要
で
す
。
他
の
施

設
と
も
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
活
か
し
た
支
援
を
継
続
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第14巻

▼
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
に
あ

た
る
８
月
は「
学
び
」
の
催
し

が
た
く
さ
ん
。
普
段
は
で
き
な

い
体
験
を
し
た
り
、
高
度
な
実

験
に
取
り
組
ん
だ
り
。
取
材
に

行
く
た
び
、
新
し
い
知
識
に
目

を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
を
見

て
、　
も
こ
ん
な
経
験
し
て
み
た

か
っ
た
と
、
ち
ょ
っ
と
う
ら
や

ま
し
く
な
り
ま
し
た
。
▼
英
語

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
小

さ
い
う
ち
か
ら
学
ぶ
現
代
。
彼

ら
が
大
人
に
な
る
頃
は
、
ど

ん
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

な
ん
だ
か
、
楽
し
み
で
す
ね
。

福

福

編 

集 

後 

記

広
報

み
な

ま
た

2019 N
o.1409

９
◆

編
集

・
発

行
／

市
長

公
室

広
報

公
聴

係
　

〒
867-8555　

熊
本

県
水

俣
市

陣
内

１
-１

-53
◆

連
絡

先
☎

0966-61-1655
◆

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
https://w

w
w

.city.m
inam

ata.lg.jp
◆

発
行

日
／

令
和

元
年

８
月

30日
◆

印
刷

／
旭

印
刷

株
式

会
社

見
や

す
く

読
み

ま
ち

が
え

に
く

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

理事長
窪 一己 さん

施設長・大漉愛子さん（右）と生
活支援員・溝口ふみさん（左）。利
用者も職員も笑顔になれる雰囲気づ
くりを心がけています。

藤

▼
今
号
３
ペ
ー
ジ
の「
が
ま
だ

す
人
辞
典
」で
取
材
し
た
緒
方

吉
髙
さ
ん
。
約
50
年
も
の
間
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
、
交
通
指
導
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。　

も
小

学
生
の
頃
、
緒
方
さ
ん
の
立
つ

交
差
点
を
通
っ
て
学
校
に
通
っ

て
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
、

ま
さ
か
取
材
を
通
し
て
再
会
す

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
も
昔
と
変
わ
ら
ず
交

差
点
に
立
つ
姿
が
、カ
ッ
コ
よ
か

っ
た
で
す
。何
だ
か
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
っ
た
取
材
で
し
た
。

藤
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